
6 業 務概要

大気科

1 排出基準検査

昭和55年度に実施した項日別の排出基準検査の概要は表ー 1のとおりである。このうち基準不

適合施設はばいじん 5、重金属 (Cd、Pb)1施設となっているが、これらの施設については集じ

ん装樅の改善、燃焼管理の適正化、保守点検の徹底等について指導を行った。

表ー 1 排出基準検査の概要

検査項目 ＼工場数 1 施設数 不適合施設数

ばいじん 1 52 (30) | 57 (33) 1――-5 (4) 
・-・ 

重 金 属 | 1:`1 2(`| o(1) 

窒素酸化物］―9 20 (15) | 28 (19) | o (0) 

塩化水素 I 4 c 2) J 4 c 2) I. o c o) 

（注） （ ）内は昨年度の検在数を表わす。

2 使用燃料油の硫黄分調査

夏期はアスファルトプラント、冬期は暖房用ボイラーを中心に重油抜き取りを行った。分析結

果は表ー 2のとおりである。検体全体に占める低硫貨分燃料の謡合は昨年度よりさらにふえ、特

に0.8％以ドの検体が全体の51％で半分以上を占めている。

図ー 1にふす燃料中倫黄分の批移をみても S分 1.6％以上の恢体は昭和49年度をヒ゜～ークに減

少し、 0.8％以下の検体は昭和5()年度を境に増加の傾向をたどっている。
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表ー 2 重油硫黄分分析結果

~o.4 2 6 8 3.1 

Q.4~Q.6 12 22 34 1 3. 1 

0. 6~0. 8 13 78 91 35. o 

Q.8~1.0 28 14 42 16,2 

1.0~1.2 1 

゜
1 0. 4 

1.2~1. 4 4 4 8 3. 1 

1. 4~1. 6 5 1 6 2. 3 

1. 6~1. 8 5 3 8 3. 1 

1.8~2.0 17 10 27 10. 4 

2.0~2.2 ， 2 11 4. 2 

2. 2~2. 4 11 

゜
11 4. 2 

2. 4~2.6 2 6 8 3.1 

2.6~2.8 2 

゜
2 0. 8 
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図ー 1 燃料中硫凸分の椎移
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3 トリエタノールアミン (TEA)ろ紙法による窒素酸化物調査

環境における窒素酸化物の自動測定機に替る測定方法として、安価で多くの地点での測定が可

能な簡便法が各方面で検討されている。当セソクーでもその一つとして過去 3年間アルカリろ紙

法を取り上げ検討してきたが、本年度はTEAろ紙法による窒素酸化物の測定を取り上げ、検討

をはじめた。

これは地域ごとの N02の濃度分布の把握に主眼をおき、併せて自動測定機

による測定データとの比較検討を行った。測定地点は当初 2市 1町 8地点、そ

の後増設して 2市 2町16地点で現在に至っている。

測定方法は、東洋ろ紙No,526を20%TEA溶液に浸潰し乾燥した後、右図の

ようにして紀本電子KK製シェルターに懸亜、 1カ月問大気中に暴露させた後

蒸留水で抽出を行い試験溶液とした。

また分析方法はジアソ｀化法によった。

(1) TEA賛紙による二酸化窒素濃度

東洋ろ紙

No.526 

各測定地点における月問値及び年平均値を表ー 3に示した。 ピニールテープ

表ー 3 TEAろ紙払による二酸化窒素測定結果 (μ fl/ day/ 100cmり＇

No. 測定地点 閉青 6 
56年 参5碑度平均考

7 8 ， 10 11 12 1月 2 3 平均
l 

（アルカリろ紙法）

井＇ 川町
① 井川町公民館

15 13 ， 10 1 3 17 22 13 10 10 15 13 1. 7 

② 
男鹿市 脇本

18 15 12 15 22 
脇本支所

22 31 19 11 10 19 17, 

男鹿，li船越
、←—―, , - l ~ 

① 男鹿農業改良普及所
20 18 16 23 26 27 34 22 11 ， 19 20 I. 7 

④ 
天王町ぃ11 6 16 天王高等牒業学園 11 13 20 11 6 6 11 11 

l ・・ 

5 
秋田市飯島い、＼ I¥ ¥ 19 23 欠測秋田工業翡等専門学校 37 16 15 24 22 

I ← l 

秋 田市将軍野
⑥ 県立ろう学校

34 30 21 29 23 39 50 34 27 24 35 32 し 3.3

7 
秋田市将軍野〉＼ ¥ ＼ 

； 

東北鼈）J将•ili野寮 54 54 69 53 37 34 46 49 
l 

⑧ 
秋田市添川

12 12 7 6 8 
添川小学校跡

7 10 7 4 7 7 8 

① 
秋田市八橋

64 44 47 60 
環境技術センター

75 77 88 67 35 19 40 55 

⑩ 
秋田市中通

72 63 45 60 66 
秋田保健所

71 100 66 49 49 74 64 , ， 10.3 

11 
秋田 市中通言＼ ¥ ＼ 43 44 65 
千秋公園 欠測 37 39 45 45 

⑫ 
秋田市茨島＼ 

， 

工業試験場 65 59 79 94 92 102 70 38 50 68 70 21. 5 

13 
秋田市仁井田言＼ ＼ 区 31 
農業試験場

32 39 34 23 12 26 28 

⑭ 秋田，h田仁支井 田 24 28 25 34 
仁井 所

34 37 50 35 32 25 36 33 4.2 
． 

秋田市割山＼ |¥ ＼ 戸I 15… 秋田市立射院割II1分院
35 30 32 30 14 15 24 25 

16 秋 田 市祇田＼ ＼ ¥ ＼ I¥、13 15 16 6 8 12 11 
大森山

（注） Noをマルで囲った地点では自動測定機による N02の測定も実施している
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年平均値で地域の濃度分布をみると、国道 7号線、 13号線が交差しかつ工業地域に隣接したエ

業試験場が70μf/N02/day/ lOOcm2で最も高く、次いで秋田保健所、環境技術センター等秋田市

街地及びその周辺地域で22~64μg、さらに郊外及び秋田市以外の市町で 8~20μgとなってい

る。

なお参考までに昨年度のアルカリら紙法による年平均値も示したが、特に低濃度地域では検出

できない場合が多く、濃度推移の把握が困難であったアルカリろ紙法（年報第 5～第 7号参照）

に比べ、 TEAろ紙法は感度が高く、窒素酸化物による汚染度の低い本県における測定には適し

ているといえよう。

主な測定点の経月変化は図ー 2のとおりで、いずれも 11月に最も高いピークがあり、 3月頃に

も若干高くなるといった二山型のパター‘ノを示している点でほぼ共通している。

(2) 自動測定機による測定値との比較

図ー 2にTEAろ紙の暴露期間に対応した自動測定機によるデータを点線で示したが、必

ずしも同じパター‘ノを示してはいない。

そこで、自動測定機でも測定を行っている 1「)地点について、各々両者の相閃をみたのが表

-4そのうち船越、中通についてグラフにプロットしたのが図ー 3である。

表ー 4 測走地点ごとのTEAろ紙仏と自動測定機との相閲関係

A I 井川I 脇 0-1本621船。.063越 1I---0天 1王111 I 将 軍野！八橋 中通に。 島 仁井田！添川

`.0.077|o.036 |o.063.007  | o.061 | o.122 

B I 4. 239 I 2. 575 I 4. 105 I 4. 579 I 4o面..0.. 68 , ］| I 1~3o..,; 6四約 Il］― 1。4̂・• 601 I 26. 298 I 5. 753 I 1. 867 

n , I I 0,063 | | 0 l7l 41 I | 0n .293 | 1 ---0.8 936 | | 1a9 / o.o4o 1 

0.206 / 0. 423 

10 9 I ・ 7 I 10 l 10 

A:回帰直線の傾き B:回帰直線の切片 r：相関係数

n:データ数 (TEAろ紙法での欠測、自動測定機での20％以上の欠測はカット）
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図ー 3 TEAろ紙法と自動測定機との相関関係 ーその 1-

X軸 、TEAろ紙法による測定｛直(pgN01/day/100 cmり

Y車伽一ー自動測定機による測定値(ppb)

これによる両者には—-flした相関関係は全く認められない。

TEAろ紙法は気象、特に雪や雨の影響をうけやすいことはよく知られているところである。

そこでこの点に着目し、同一期間における両者の相関をみたのが表ー 5であり、そのうち一部を

グラフにプロットしたのが図ー 4である。

表ー 5 測定月ことのTEAろ紙法と自動訓定桟との相関関係

讐胄 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 516 〗^ 2 月 3 月

A 0. 186 0. 357i o. 352| o. 285| o. 2641 。.2580. 182| o. 307| o. 361| o. 491| o. 361 

B 1. 932 -1. 396i -1. 160| -1. 510 -1. 291 -0. 7721 1. 131i -0. 573 0. 966 -0. 453 -2. 0701 

r | o. 9151 。.34!

n I 7 I 10 I 9 ~ -~~I 9 I 9 I a 

A: Iい］帰直線の修［き B:回帰IIt［線の切片 r:相関係数

n:プータ数 (TEAろ紙法での欠測、自動測定槻での2汐）％以上の欠測はカソト）

- 16―-



YI 6月 YI 9月

．
 

Y =0.357 X -1.396 

Y =0.848 

、20卜n=10 

Y =0.264X -1.291 

'Y =0.963 

20卜n=10 

． 
● / • ． 

10 10 ． 
．． ／

 ．
 

．． ん

．
 

•
I
・
． ． 

。
50 100 X 

。
50 100 X 

YI 12月 YI 3月

Y =0.307 X -0.573 

r =0.979 
20卜n='8 ．

 

Y =0.361 X -2.070 

y =0. 934 

20卜 n=S

10 10 

••I ・ ．．
 

．． 

゜
50 100 X 

゜
50 100 X 

x軸―-TEAろ紙法による測定値(μf/-N02 /day/10、)c記）

Y!Iil1--、自動測定機による測定値(ppb)

図ー 4 TEAろ紙法と自動測定機との相［具j閃係 ーその 2-

これによると、ハまQ.848~0.979と各月とも両者にはかなり高い相関が認められる。データの数

も少なく、要検討課題も多いが、測定地点がいずれも秋田市及びその近隣であり降水量等にはそ

れほどの差異がないと思われることから、この結果でみる限りほぼ同一の気象条件下で測定する

と測定値への影響もほぽ等しく、従ってTEAろ紙法による二酸化窒素の測定は、それ自体によ

る経月変化等の間疋にはイミ適当であるものの自動測定機の補完調査には大いに有効であると思わ

れる。

- 17 -



4 浮遊粉じん調査

昨年度に引き続き環境大気中における浮遊粉じん中の重金属成分濃度の汚染実態及び経年推移

を把握するため、秋田市街地の 3定点で毎月 1回の調査を、また製錬所周辺（鹿角郡小坂地区、

山本郡八森地区、秋田市飯島地区及び同茨島地区）において年 1~2回の調査を実施した。

(1) 秋田市街地域

地点別及び成分別の調査結果は表ー 6のとおりである。

粉じん濃度の年平均値はいずれの地点も昨年度と大差はなくおおむね 100μ9／戒前後で

経年的には横ばいもしくは漸減の傾向にある。経月変化については、いずれも 2、 3月が中

国大陸からの黄砂現象のため他の月に比較しきわめて高く、また 5月にはマツの花粉の影薯

等による小ピークがみられる。

重金属成分については各成分とも県工業試験場が最も高く、経月的にはCuを除く各成分

とも粉じん濃度と類似した増減傾向が見られ、特にFe及びMnにその傾向が顕署にあらわれ

ている。

(2) 製錬所周辺地区

① 鹿角郡小坂地区

昨年度と同様、春（55年6月9日～ 6月14日）、秋（同年10月13日～10月18日） 2回の

調在を実施したがその結果は表ー 7、 8のとおりである。

5調査地点の平均粉じん濃度は春期48μg/m3、秋期 60μg／戒で昨年度と同様、秋期

がやや高い傾向にあり、経年的には各地点とも期間平均でおおむね5)~70μg/11［で推移

している。

重金属成分についてはこれまでの調査結果と同様、各成分ともあけぼの台浄水場が最も

高く、期別比戟ではNiを除くといすれの成分とも粉じん瞑度と同様、秋期が高くなってい

る。

② 山本郡八森地区

55年 7月14日～ 7月19日の6日間調査を実施したが、その結果は表ー9のとおりである。

粉じん濃度については製錬所直下の下椿が期間平均値46μg/11Lと最も高く、他の地点は

いずれも 25μg/m3前後で、昨年度同月調在に比較し、やや低く経年的にもここ数年漸減

傾向を示している。

重金属成分については下椿及び八森中学校が、絶対相対濃度とも昨年度を上回っており、

Pb、Zn及びCdの相対濃度は過去 5カ年の最高値となっている。

⑧ 秋田市飯島地区

56年 1月26日～ 1月31日の 6日閻調査を実施したがその結果は表ー10のとおりである。

粉じん濃度の期間平均値は30~50μg/m3で、期間平均の最高地点である同和鉱業跨及び日

本石油加工跨は昨年度をやや上回っている。また経年的には52年度の黄砂現象による特異

値を除くと、昨年度と同様やや低目の傾向にあるといえる。

ー•- 1 8 -



重金属成分については期間平均で同和鉱業的における Cu、Pb成分が高く、特にPb濃度

は八森地区と同様、過去 5カ年の最高値となっている。

④ 秋田市茨烏地区

55年度は季別変化を見るため春 (55年4月21日～4月26日）及び秋（同年11月17日～11

月22日） 2回の調査を実施したがその結果は表ー11、12のとおりである。

粉じん濃度については春期調査時の初日及び 2日目が中国大陸からの黄砂現象にみまわ

れた関係上、いずれの地点も秋期より高く、期間平均値では秋期67~106μg/11［に対し春期

は127~190μf:I／益と約 2倍ちかい濃度が観測された。

重金属成分については春期、秋期とも調査期間中の各成分の調壺地点間の増減パターソ

は類似しているが、期間平均値の期別比較では特徴的な点は見られない。
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表ー 6 秋田市街地域

（秋田保健所）

粉じん I Cu I p b I 
区分 1 

μg/v9 μ.g/711: ! % |μ.g/m3 劣

最高 l ―̀-430 0. 136 | 0.267| o.072 0. 091 

最低¥ 36 [ o. os1 I 0.039 J o.02s I 0.012 

乎 均 l 106 ;a88 0.135l o.042 | 0.059: 

言 10ef o.1as f o. 236 l o. 041 1 o. 045 i 

翠嗜 I 114 l o. 169| o. 195 0. 046 | o. 048 

箪噂 1 104 1 0.165 1 o. 1ss J o. 0351 o. 036 1 

: 170 °.288 0.300 | o.047| 0.047 

翠噂 I 87 i o.os41 0.111 I。.040I o. os3 

（環境技術七ンダー、）

扮しん I Cu I p b I 

区分
り ／1り／m3 % |μ.g/而| % 
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（工業試験場）
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I 
粉じん| Cu I Pb I Zn Cd ！ Fe ! Mn  I Ni 

区分 μg/neIμg/m31 % Iμg／戒I％ I μg／戒 ％ I μg/m3 i ％ I μg／戒 I％ Iり／戒！ ％ I μg／点 I％ 

最高 I 4091 o. 4如 |0.297j 0-205'0.187 ! 2. 582 I 2. 1091 0.010 I 0.007 I i 24. 95 i 8. 558 o.380 !。.199I 0.015 j 0.020 

最 低 I 42 j 0.023 i o.03s I 0.029 ¥ o.o3s l 0-1861。.340I ND I I o.644 ¥ 1.s20 ¥ 0. 025 l o. 054 | o. 005 I o. 002 

平 均 I 1191 0.120 I 0.114 1 o.oso I o.on 1 o. 9361。.9401 0.002 I 0.003 l 5. 468 | : I 3. 805 0.122 I 0.1041 0.011 ¥。.Oll

5平4年度均 1 116 ¥ 0.018 i 0.016 I 0.083 ! 0.011 I o. 741 I o. 6571 0.005 I 0.005 ¥ 2. 738 I 2. 312 J 0. 114 | o. 105 1 o. 015 1。.014
5平3年均度 1 1431。.109I。.os1i o.os5 I 0.059 l o. 7971 o. 535 o. 004 j o. 003 2.83 ! 1-98 I Q.0991 0.0741 o. 026 ¥ o. 022 

平52年度均 1 143 [ 0.012 [ 0.0531。.052I。.039I o. 215 i o. 211 I 0.002 ¥ 0.002 ¥ 3. ll I 2.29 I I I I 
5平1年度均 1451 0.051 i 0.047 I 0.052 j。.047i Q.3871 0.2631 ， 0.003 I 0.002 ( 1. 71 | 1. 701 I I I 

乎50年度均 1 1521 0.0491 Q.0351 0.012: Q.0521 0.3201 0.2201 0.020 I 0.001 1. 79 I 1.17 I I I I 
表ー 7 鹿角郡小坂地区（第 1回）

'

-

,

'

 

＇ 

測

定

地

点

細

越

紐

け

辱

の

繹

小

坂

保

育

園

区

最

最

平

最

最

平

最

最

平

分

高

低

均

高

低

均

高

低

均

，粉じん cu I Pb 
I 
Iり／戒μg/而| % |り／戒I

94 i。.086 | o. 195 1。329¥ 

26 I o. 034 I o. 064 ; o. 010 I 

51 I o. 054 I o. 125 I o. os4 
11s I o. 485 ¥ 2. 027 1 6. 260 ¥ 

23 I o. 312 I o. 413 I 1. 897 ¥ 

52 I o. 419 l 1. 171 l 3. 4591 

90 I o. 151 I o. 6041 o. 646 I 

12 !。.054¥。113J o. 013 

37 I o. os1 1 o. 329 1。.147¥ 

＇ 

2

6

6

2

0

 

0

1

4

2

1

 

0

2

0

1

0

 

.

.

.

.

.

 

0

0

0

0

0

 

,11

— 

d
 

C

3

m

5

2

8

4

1

9

 

0

0

9

1

5

O

D

 

/

0

D

o

o

o

o

o

 

g

ふ

N

o

g

o

a

O

N

μ
 

＇ 

9

・

9

9

,

9

1

9

,

1

、

'

、

4

6

4

9

8

2

0

4

4

 

5

9

2

2

2

9

5

9

6

 

%

l

o

9

6

5

。
4

0

2

．

．

．

．

 

．
．
 

0

0

0

1

0

1

0

0

0

 

,

'

・

'

ー

！

n
 

Z

3

n

5

9

4

1

3

4

4

8

7

 

4

2

6

2

9

2

9

3

7

 

/

1

0

0

6

2

4

・

1

0

0

.

.

.

.

 

,
 

.

.

.

 

-

g

o

o

o

o

o

o

o

o

o

 

μ
 

ー

，

i

i1

5

2

9

9

2

4

4

7

 

5

3

1

2

2

5

1

8

2

 

3

0

1

.

0

8

7

0

2

 

.

.

.

 

7

,

 

.

.

.

 

0

0

0

1

3

8

0

0

0

 

％
 

I 

o. 002 ! 

o. 005 ] 

％
 

9

,

'

-

'

_

 

3
 ゜゚゚

~
 

8

3

1

9

1

5

7

2

1

 

3

7

6

7

5

6

6

4

2

 

%

6

0

3

1

2

8

4

8

5

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

1

1

1

2

1

1

2

0

1

 

e
 

3

5

0

8

9

7

8

9

 

F

3

m

2

3

0

6

6

9

3

6

2

7

 

/•36520515 
g

ー

0

0

2

O

L

土

0

0

μ
 

i_~',‘,' 

0

3

6

7

8

6

1

1

1

 

2

1

1

2

0

1

3

2

2

 

%

o

o

o

o

o

o

o

o

o

 

．

．

．

．

．

．

．

．

．

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

n
 

M

戒

1
6
0
4
0
8
3
1
0
2
1
1
2
0
0
2
0
8

/

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

．

．

．

．

．

．

．

．

 

g

o

o

o

o

o

o

o

o

o

 

μ
 

4

5

 

1

0

 

0

0

 

・
・
 

0

0

 

一

1

-

i

-

―

-

l

'

-

・1N
-
3
m
1
3
0
1
0
5
3
4
0
3
1
0
1
1
0
1
0
5
 

/

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

．

．

．

．

．

．

 

g

o

o

o

o

o

o

o

o

o

 

μ
 

％
 

0.010 

0. 143 

Q.005 

0-036 

0. 037 

0,007 

0. 017 



測 粉じん I Cu Pb I l 
Zn I Cd Fe I Mn I Ni 

定 区分
i 

贋 μg/m3,“g/茄| ％ /J-g/1lf I 劣 り／戒I劣 μ.g/119 l ％ μg/m3 | ％ り／m3 1 ％ Iり／戒 I％ 

小公 最高 I 107 ! o. 3061 。.298 1. 461 1. 386 i | o. 378 l I o. s92 o. 017 j o. 016 2. 114 2. 4421 o. 021 i o. 041 I o. 013 1 o. 036 

坂民 最低 I 22 o. 046 I o. 201 I o. 035 0-160 I o. 130 0-298 ND I I I 0. 3 81 1. 732 I I 0.003 I。.015 0.005 0. 006 

町館
平均 I 53 o. 1331 o. 249 : o. 455 o. 129 I o. 20s o. 445 o. 005 1 o. 006 I 1. 126 I 2. 122 i 

o. 01s I o. 021 0-007 0. 018 

さ団 最高 l 97 1 o. 331 1 a. 461 1 o. 138 I o. 763 I a. 294 l o. 302 o. 013 l o. 013 1. 937 1 1. 993 / o. 01s I o. 020 o. 012 I o. o3o 
＜ 

最低i， 18 I o. 047 I o. 088 ¥ o. 005 I o. 027 I o. 034 I o. 082 I ND I o. 029 I o. 145 1 o. 002 I o. 009 ND I ら
ん
ぼ地 平均 45 I o. 119 1 o. 284 I o. 060 1 o. 204 1 o. 093 I o. 191 I o. 003 I o. 005 I o. 612 I o. 897 I o. ooa I o. 01s I o. oos I o. 010 

表ー 8 鹿角郡小哀地区（第 2

|
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9
1
 

喜 粉じん l cu I Pb I Zn I Cd I Fe Mn  I Ni 
区 分

贋 μg/m3 Iμg／品 ％ !＇ μg/1/? ％ Iμg／品 ％ Iμg/m3 1 ％ μg／戒 ％ り／品I％ Iり／戒 ％ 

最 高 ： ＇ 77 | o. 728 1,071 I ll,03 16-22 J 2. 482 i 3. 650 1 o. 364 o. 535 ¥ 1. 287 1 1. 893 I o. 029 J o. 046 I o. on I o. 02s 

細 最 低
： 39 I o. 032 I o. 042 I o. 094 I o. 122 I o. 103 I o. 134 I o. 002 I o. 003 I。.snI 1. 144 1 o. 012 I o. 02a [。.003: 0.004 

平 均 56 i o. 253 I o. 459 I 2. 763 I 4. 480 I o. 655 I 1. 060 1 o. 082 o. 128 1 o. 819 I 1. 482 I o. 021 1 o. 037 I o. 001 I o. 015 

55年 6月平均 51 l o. 054 i o. 125 I o. 084 I o. 112 I o. 064 I o. 124 I o. 002 o. 016 I o. 6651 1. 361 I o. oos I o. 016 I o. 005 I o. 010 

54年10月乎均 551 o. 242 I o. 409 I o. 121 r 1. 180 I o. 238 o. 3891 o. 010 o. 010 I o. 9161 1. 546 I o. Oll I o. 017 [ o. 0131 o. 025 

54年 6月平均 l 421 o. 2621 。.649i。.214i o. 486 1 o. 143 I o. 338 1 o. 005 o. 012 I o. 887 I 2. 168 1 o. 043 I o. 109 1 o. 078 1 o. 194 

越 53年8月平均 ＇ I 65 i a. 267 1 o. 411 I a. 687 1 1. os1 J o. 030 o. 046 I o. 008 : o. 001 I o. 964 I 1. 483 1 o. 02s I o. 043 I o. 010 I o. 015 

52年 6月平均 66 I o. 403 I o. 661 I o. 457 [ o. 655 I o. 119 I o. 174 I o. 004 I o. 005 I o. 83 I 1. 11 I I I 
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粉じん Cu ¥ Pb I Zn I Cd I Fe • f Mn f Ni 

分μg/m3μg/m3| %lμg／茄％ μg／戒％り／戒％り／11［ % |μg／戒％ µg/~% 

高 108 0. 515 0. 635 1 3. 111 4. 148 1 。.664 0. 885 0. 080 0.-107 2. 394 | 2. 217 1 。.054 1 。.051 0. 008 | o. 016 

I 49 | 0181 -0.-2巴。．119 0. 129 0. 106 0. 145 1 。.002 ]. o_02 ! °. 930 1. 800 0. 023'o. 047 0. 004 0. 004 

I 75 0 347 0 476 1 1 588 | 2. 202 -0 --363 0. 484 0. 033 | o. 045 1 496 1. 966 0. 037 0. 049 1 0 006 1 。.009 

| 45 -]‘□--0 284 | o. 060 1 。.204 | 0 093 0. 191 1 。.003 0a05 1 0 612 | o. 897 1 。.008 0. 015 1。.005 0. 010 

表ー 9 山本郡八森地区
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匂平

低

一

均

i月7
 

年

最

乎

45
 

一
—
,
'
•
1
9
9
'
,
1
_
1

ー
，
＇
．

測

定

地

点

餞

海

小

学

校

区 分

最 高

|
.
\
3

可
—

ト
し

i 

| 
I 
l 

下 1 最低

平均

5件 7月平均

l 

5咋 7月平均

椿

53年7月平均

52年8月平均

51年8月平均

最 高

52年8月平均

51年8月平均

50年6月平均

粉じんI Cu 

μg／戒 lμg／戒l
I 341 o. 137 

91 0-066 

23 | o. 098 | 

24 I o. 139 ¥ 

41 I o. 067 

621 o. 1951 

35 I o. 243 

651 o. 1661 

351 o. 079 

46 ¥。.111I 

s1 I o. 092 ¥ 

s3 ¥ 0.2201 

112 ¥ o. 265 

61 I 。.064
53 l o_._16_¥ 

I Pb [ Zn 

戸／点％ lμg／戒l
1. 0131。.8351 3. 648 I o. 053 

o. 286 0. 010 0. 110 0. 012 1 

o. 492 ~ 
o. 594 ・ o. 262, 1. 088 I o. 042 

o. 163 l o. 365 ! o. 890 I o. 045 
I 

o. 315 I o. 416 I o. 671 I。.053
o. 694 I o. 10 I o. 286 I o. 02 

o. 390 I 7-351 i 15. 19 I o. 191 1 

o. 148 I 2. 126', 3. 351 I 。.057
豆53―--4.004 9.0251。.097|
0. 196 1. 218 -2. 678 |。.090 

o. 349 I s. 201 i s. 256 I o. 091 1 

o. 2371 1. 321 I 1. 1791。.123
o. 105 I 2. oo I 3. 279 1 o. 10 

| 

o. 302 I 4. oo I 7. 547 I o. 44 1 

％
 

M

]

 

％
 

Q,057 

0. 449 

0-095 

0.22り

％
 

0,066 

0-009 



冑 粉じん， Cu | Pb Zn ! Cd I Fe I Mn  I Ni 

胃 区 分
!l μg/m3 μg/m3 ％ μ.g/n, ％ l !μg/m3 ％ μg／討！ ％ り／戒！ ％ 厄'g／戒ii 

％ μg／戒 l ヽ ％ 

！ 

最 高 36 o. 130 i o. 434 1 3. sog 10. 64 0.113 o. 399 I • o. 083 o. 291 1 o. 646, 1. an I。.008 ]。.023: o. 02s I o. 036 

八 最 低 16 I O. 022 O. 134 I O. 305 1-907 0.032 o. 162. ！ o. 009 o. 026 ! o. 213 1 o、943: o. 003 : o. Oll I o. 002 I o. 009 

本林 ＇平 均 29 I o. 078, o. 263 I 1, 612 5,140 0.068 o. 235 I ! | o. 040 o. 133 I o. 380 I 1. 312 I o. 005 I o. 018 ! o. Oll I。.019
54年 7月平均 | 36 i o. 089 

l 
o. 252 I o. 293 0-175 I o. 004 o. on I o. 456 1 1. 1s6 1 o. 010 I。.02sI o. oo? I o. 019 

中＇
0-923 0,064 

I 53年 7月平均 1 75 o. 068 ; o. 091 • o. 991 1-321 0.086 O. 115 I O. 005 o. 007 I o. 237 I o. 3i6 I I 
！ 

I 
学 52年 8月平均 I o. 168 I o. 196 

， 
o. 003 [ o. 419 I o. 607 ! 

l 

I 69 : l o. 116 0-284 〇.081 o. 117 0.002 I 
校I ,  

34 I o. 034 I o. 100 I o. 30 O. 088 I O. 001 o. 003 I o. 34 ; 1. oo ・1 i I I I 51年 8月平均 o. 882 0.03 

50年 6月平均 24 i o. 13 I o. 542 • 1. 35 o. 16 i o. 667 I o. 03 o. 125 I 
！ 

I 
I 

5-625 I I I 

2
6
 表ー10 秋出市飯島地区

冑 ！粉こん
！ 

cu Pb 
| 

Zn i Cd Fe Mn  Ni 
区 分

μg/1I’Iり／m3 i μ.g/m3 iμg/m3 ， Iμ.g／兄＇ μ.g／茄i， i Iμ.g／戒l胃 ％ μ.g/m3 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

I ： 

52 I o. 127 し 0-382 o. 073 ! o. 219 2. 1s5 I 6. 561 ! o. 020 ! o. 059 o. 343 j 1. 031 i。.0321 o. 093 I o. 039 I o. 114 耳Eヨ 高

I 30| ',o. o?s I o. 154 o. 036 I o. 089 I 1. 463 
i 

3. 434 ! o. Oll I o. 028 o. 193 I o. 527'o. 021 I o. 0621 o. 002 I o. 004 飯＇最低

塁［ 平均

36 I Q. 092 i Q. 267 o. 052 I: o. 152 I 1. 749 I 5. 044 I o. 016 I o. 047 0,270 o. 775 I o. 027 I。.076. o. 016 I o. 048 

| 55年 1月平均 35 o. 049 I o. 161 o. 049. I o. 140 1. 138 | 3. 127 o. 012 o. 035 0.037 o. 100 ! o. 014 : o. 038 I o. Oll I o. 048 
l,  ， 54年2月平均 85 o. 089 I o. 105 I o. 097 II o. 114 ! 1. 422 I 1. 673 I o. 049 I o. 058 0. 76 o. 89 1 o. 056 I o. 066 I o. 012 l ! o. 014 

53年2月平均 46 o. 081 I o. 117, o. 080 j o. 175 I 2. 088 I 4. 569 I o. 020 I o. 043 i o. 38 o. s3 I I I I 
! 52年 3月平均 263 o. 031 I o. 012 I o. 077 1 o. 029 o. 327 I o. 124 I o. 002 o. 001 I o. 63 i o. 24 1 

! 51年 3月平均 74 o. 059 i o. 080 I o. 07 Ii o. 095 o. 92 I 1. 243 I o. OU I o. 015 I o. 51 : o. 69 I 
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51年 3月平均

粉じん c u I Pb Zn I cd I F e Mn  I N i 

り／凸Iμg/m3 % |μg／戒％戸／戒1% Iμg／戒％ □／戒1% Iμg／戒 l ％ Iμg／戒％

| 65 1 。.164 0. 352 0. 540 1. 299 1. 472 1 2. 852 0. 012 0. 024 | o. 767 | 1. 333 1。.028 0. 055 0. 036 | 
31 I o. 04s I o. 8531 1. 306 i o. 004 I o. 001 I o. 2671 o. 665 I o. 011 I o. 042 I o. 01s ¥ 

10 I o. 450 I 1. 108 I 2. 322 ! o. 008 I o. 018 I o. 527 I 1. 045 i o. 023 I o. 046 I o. 024 ! 
I o. 292 I o. 043.. o. 097 I o. 851 I 1. 986 i o. 009 I o. 020 [ o. 049 I o. 135 I o. 010 I o. 022 [ o. 009 [ 

)84 ! Q, 1881。.168I o. 376 I o. 002 : o. 004 I 1. 393 I 2. 187 i o. 035 I o. 055 I o. 0541 
20 I o. 032 I o. 080 I o. 139 I ND  I - ・I o. 376 I o. 854 I。.010I o. 022 I a. 015 1 

35 I o. 076 I o. 104 I o. 221 I o. 001 I o. 002 I o. 724 I 1. 4221 o. 017 I o. 034 I。.033
11 I o. 025 I o. 0691 o. 190 I o. 556 I o. 001 I o. 003 I o. 013 I o. 032 I o. 0041 o. 010 I o. 012 I 
40 I o. 031 [ o. 161 I o. 166 I o. 850 I o. 001 l o. 003 I。.426i 1. 436 i o. 020 I o. 101 I。.043
17 I o. 012 I o. 0381 o. 050 I o. 160 i ND  I - I 0-136 i o. 5621 o. 0091 o. 0351 o. 0041 

92 | 0. 02i o. 079 0. 106'0. 413 N D - | o. 312 | l. 057, 0. 015 | o. 054 0. 02[] 

81 I o. 015 I o. 046 I。.111I o. 341 j o. 001 I o. 002 I ND ! - I o. 007 I。.021I o. 004 
26 I o. 0541。.onI o. 254 1 o. 334 1。.001I。.001I。.73 I o. 96 i。.053I o. 010 1 o. 057 

38 I o. 021 I o. 041 I o. 084 I。.1641 o. 001 I。.002I。.37 I o. 73 I I I I 
27 I o. 056 I o. 024 I o. 194 I o. 085 I o. 002 I o. 001 I o. 83 I o. 36 I I I 
92 1 o. 02 i o. 04 I o. 15 I o. 30 I o. 001 I。.002 | o. 34 | o. 68 ]  | 1 
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表ー11 秋田市荻島地区（第 1回）

2
8
 

点： 1 

粉じん l I ， I L 

， 

cu Pb Zn Cd Fe Mn Ni 
区 分

I 

μg/点lり／戒 ％ り／m3 ％ 戸／戒 ％ 戸／戒l％ Iμg／戒l％ Iり／戒I％ り／戒I％ 
| 

l 
最 高 I 337 I o. 069 ! o. 027 1 o. 109 o. 034 1 1. 832 ¥ o. 543, o. 006 i o. 002 ! 7. 288 ¥ 2. 161 ¥。.233I o. 074 I o. 040 I o. 029 県試

工験 最 低 I 1361 a. 031 I。.020I I o. 034 o. 025 I o. 160 I。.112I o. 002 ¥。.001I 1. 254 I o. 925 I o. 055 I。.041I。.015I。.009
慄場

乎 均 l 190 ¥。.044I o. 024 0-057 o. 029 I o. 583 I o. 248 o. 003, a. 001 1 3. 361 ¥ 1. 642 ¥。.121I o. 062 ¥。.038 | o. 017 

秋夕Ii I 耳白 吉四 I 287 I a. 088 I a. 161 o.1s1 I。.239¥ 1. 767 ¥ 2. ss3 o. 010 I o. 018 I 6. 486 I 2. 280 I。.157I。.056 l o. 018 1。.013
刷セ云

最 低 I 55 I o. 038 ! Q. 013 o. 039 I o. 025 I。.210I。.236 o. 002 I o. 001 I 1. 260 I 2. 055 I。.029I o. 045 1 o. 002 I。.004
ン館！ 平 均 I 1271。.061I o. 01s o. 074 I o. 094 I o. 853 I o. 991 o. 005 I o. 007 I 2. 8471 2. 2451 o. 0671。.052I o. 009 I o. 008 
三 I 最 古回 300 I o. 053 I o. 070 1。.075I。.0851。.5771。.557! o. 010 I o. oos I 7. 417 I 2. 4761。.219I a. 351 I a. 016 1。.006
i | 

最 低 I 591 o. 031 I o. 018 ! o. 016 I o. om I o. 0831 o. 076 ! o. 001 I o. 001'1 o. 841 I 1. 4281 o. 0171。.029i o. 003 ¥ o. 005 

平 均 135 i。.043¥ o. 042 ¥。.050I o. 046 1 o. 283 1。.2751 o. 0041。.004¥ 3. 020 ¥ 2. 025 1 o. 105 1。.10aI o. 007 I o. 005 

秋男| 最 高 I 285 I Q. 060 i o. 049 i o. 328 Ii o. 245 I 0年5I o. 309 1 o. 008 I o. 007 I 6. 735 I 2. 422 I o. 145 I。.0541。.OllI o. 006 
田子 最 低 59 0. 018 1。.011I。.008 1。.012i。.0461。.028I ND I - I o. 987 I 1. 673 I o. 019 I o. 032 I o. 002 I o. 003 
経

大寮 平 均
I 

1321。.040; o. 035 I o. 086 i o. 0641 o. 147 I o. 124 I o. 002 I o. 002 I 2. 995 I 2. 160 I o. 066 ¥。.049 1 0. 006 1 0. 004 
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表ー12 秋山市荻島地区（元 2回）

鷹 粉じん Cu T P b __ ____L_ Zn ¥ Cd ¥ Fe ¥ Mn ¥ Ni 

贋：区分μ.g／戒IIμ.g/m31 % lり／ょ％り／戒1 %り／戒％ Iり／戒％り／戒％ μg/  % 

県
最尚| 130 | 0185| o. 204 0 111 1。.134 0. 478 0. 447 0. 004 0. 004 | 3. 732 3. 605 0. 160 0. 157 | o. 015 0. 015 

工 最低 1 73 0. 109 | o. 102 | 0. 076 1。.071 | 0 257 1。.252 | 0. 002 0 002 | 2. 553 2 386 1。.076 | 0 075 | o. 003 | 0．函
：平均 106 0. 1390. 1350. 094 0. 091 0. 353 0. 336 | o. OO3 0. 003 | 2. 767 1 2. 962 1。.120 1。.113 1 。.~ 0.010 

, 55年4月平均 l 190 i o. 0441 。.024 1 。.057 i °. 029 0. 583 0. 248 0. 003 0. 001 1 3. 367 1. 642 1 0. 121 1 。:~ 。.038 0．竺
55年 1月平均 1 92 0. 071 | o. 098 0 068 0. 085 0. 242 0. 298 0. 001 0. 002 | 1. 457 1. 619 0. 117 | 0. 145 0. 020 ] 。.022 

靡最高 1 96i o. 044 0. 056 i o. 168 0. 213 0. 443 0. 540 I。.003 1。.004 2. 753 3. 485 | o. 121 1。.153 0. 022 | o. 026 

卸 最低 79 I ND I - I o. 053 !。.0651 。.160I o. 186 I o. 002 I o. 002 1 1. 556 I 1. 809 I o. 048 I o. osg 1。.004 0. 005 

：平均 1 85 0 011 1。.013 | 0 090 ]°. 110 0 307 | 0. 375 0. 0030 004 1 2. 314 1 2. 597 | o. 080 0. 097 1。.011 1。.013 

1 55年4月平均 | 127 0 061 | o. 078 0 074 0. 094 0 853 1 0 991 | 0. 005 l 0 007 | 2. 847 1 2 245 1 。.067 | 0. 052 1 。.009_I a. oos 

眉 55年 1月平均 | 68 0. 061 1 。.102i o. 049| o. 077 0. 285 0. 480 0. 002 i o. 003 1. 038 1. 589 | o. 043 1 。,067 0. 021 | o. 028 

~ I 55年11月平均 I 欠 一測

, 55年4月平均 I 135 0 043 | °. 042 0 050 l o. 046 0 283 1 。275 0. 004 l 0 004 1 3. 020 2 025 1 。.105 : 0. 108 0. 007 1 。り扇
民
館 55年 1月平均 1 56 0. 106 1 0. 175l o. 082l o. 139 1. O39 1 1. 554 | 0. 007 0. 010 l 1. 247 | 2. 121 | o. 041 i o. 075 | o. 012 0. 022 

魯最高 94 0. 112 1。.158 1。.127 | o. 175 1. 480 1. 574 0. 005 | o. 006 I 1. 546 2. 177 1。.072 1。.096 1。.008 0. 011 

プ最仮 |54| 0 056 1。.100 0. 038 1。.070 0 181 1。335 0. 002 | o. 003 | 0. 920 l l. 577 1。.028 | o. 052 1。.004 | 0. 006 

爪］平均 |67|-0 0□9 | o. 120 | 0 080 0. 116 | 0 689 1 0 961 0. 003 | 0 004 1. 245 I 1 -88 l o. 046 | o. 066 | o. 006 1。.009 

寮 55年4月乎均 l 132 i o. 040 1 。.035 l o. 086 0. 064 i o. 147 l o竺叫]_o.002 | 0. 002 1 2. 995 1 2. 160 1 。.066 | o. 049 ［り四日。．004



5 秋田湾地区二酸化硫黄植物影響調査

55年度は調査対象樹木をマッ及びケヤキに限定し、特に秋田湾地区のマツ調査木については、こ

れまでの無作為単木抽出という考え方を改め、人為的影響が少ない個体群を対象とすることとし、

新たに調査木選定のための毎木調査等を実施し、最終的にクロマッ調査区として男鹿市脇本、天王

町上二田及び同追分西の 3調査区を、またアカマツ調査区として五城目町上樋山、秋田市男潟北の

2地区をそれぞれ選定、 1地区 5本の標本木について葉分析を実施した。

このほか、マツの対象地として秋田市街地に 6調査地点を選定、ケヤキについては昨年度 4調査

地点のうち秋田市中通を除く 3地点についてそれぞれ調査を実施した。

調査は55年10月に各調査木の東西南北 4方位別に正常葉を採取し（マツについては 1,2年葉）、

これらの採取薬について葉中硫黄含有量（全硫黄、水溶性硫黄）のほか新たに呼吸量及びクロロフ

ィル量について分析を実施した。

(1) 硫黄含有量

調査結果は表ー13のとおりて、秋田湾地区のマツ個体群については 1、 2年葉の各全、水溶性

硫黄含有誠ともアカマツ林がクロマツ林を上1ulっている。まに秋田市街地区のクロマゾ単木につ

いては 1、 2年葉の各全、水溶性硫黄とも秋田溝地区のクロマツ林区よりやや高い傾向にあり、

ケヤキは秋田rli街地の 1年葉と同程度の含有レベルとなっている。

秋田湾地区の標本木間の合有レベルについては各調査区とも葉令、方位により多少の芹はc人ら

れるが同一調査区内では標本木間の含有レベルはおおむね一定とみなすことができる。

(2) 呼吸量

調査結果は表ー14のとおりてある。

秋田湾地区(l)マッ個体間については各』在区の平均でおおむね O.5mgco2/ fl生葉前後で、硫黄

含有量と同様アカマツ林がクロマツ林より高い値をしめしている。

秋田市街地のクロマツ単木については平均で O.4mg前後で、秋田湾地区のクロマツ林に比べ低

く、葉令別ては 1年葉が 2年染より高く、｛胤苛含有量と逆の関係をしめしている。

(3) クロロフィル軍

調査結果は表ー14のとおりである。

クロロフィル a及び bとも平均的には各胴査区間の値は近似しており、呼吸量と同様アカマッ

林がクロマゾ林より高し嶋をしめしてし、る。
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表ー13 調査地点別葉中硫黄含有量 (4方位平均値）

（乾葉重星当り％）

調査地区
植種

1 年 葉 2 年 葉
区分 Na 調査地点名

全 s 水溶性s 水溶率 全 s 水溶性s 水溶率

1 男鹿市脇本（息竺）
0.125 

(00竺.0阻81126) 65 
(00竪.133166) (00繁.086127) 65 

ク （ 0.097 ） （島） （芦）~0.163 

ロ 2 天王町上二田(5)
0.104 （彎0.06~7 103) （ 0.078 ） 
~0.140 

64 
(00繁.096118) (00兜.067083) 

69 

（雰） （霜）
秋 マ 3 天王町追分西（5)

0.098 
(00埒.060。74)（ 0.078 ） 

~0. 124 

61 

（嘉）
0.109 

(0繋 169) （彎0.0754126) 69 

（竺85)

ツ 平 均 (00翌.109163) （彎0.06冨9 ） 63 

（均） (°0緊.113169) (00器.07戸6127) 心）
田

ア
4 五城目町上樋山（5)

●● (00繋.172325) (00竺.1忽28253) 74 

（包，） (°0」.18379172) (00繋.103137) （己。）
カ

(00埒.201261) (00繋.098139) 
49 

(002.1恥25。） (00覧.094108) 心）5 秋田市男潟北(5) （包，）
湾

マ

ツ
(00慰.187325) (00竺.11忍3253) 

60 （邁0.13韮2 ） 0.099 75 
平 均 低，） (0繋 137) （竺85)

(00翌.142325) 
0.087 63 

(00緊.120172) 
0.085 70 

地 マツ全平均 （ 0.043 ） 置，） (0ぎ炉137) （土）~O 253 
' 0 069 68 

／／  
0.101 

1 男鹿市金川 (1) （ 0.089 ） （ 0.063 ） （臼11)~0.113 ~0.076 
ヶ l 

0 061 59 
／／  区 2 五城目町上樋山(1) (00繋.103107) （ 0.056 ） （雲）~0.064 

ヤ
0.162 （ 00..00897 1 ） 56 V 3 天王町八坂（1) （ 0.151 ） 置，）~0.171 ~0.096 ／ 

キ--- 0.074 60 
乎 均 (00繋.122171) （ 0 056 ） （竺71)I/ ~0 096 

0.084 77 0.109 0.106 ） 0.085 
心）1 秋田市飯島 (1) （ 0.087 ） （ 0.072 ） （霜） (°繋141 （ o. 054 ） 

秋
~0. 159 ~0.098 ~0 120 

(00晶.12O9 142) 
0.076 59 

(0o蒻 .1235 138) （ 00..00673 6 ） 61 
ク 2 秋田市将軍野（1) （ 0.063 ） （二） （置）~0 091 ~0.091 田，

0.131 0 089 68 0.109 0 074 68 
3 秋田市中通（1) (0 .104 ） （ 0 067 ） （眩，。） （ 0 104 ） （ 0.053 ） （匹9)ロ ~0.150 ~O 106 ~0.115 ~O 096 

市 ＇ 
I --9  

（彎0.10関4 ） 74 0.141 0.150 0.110 73 
4 秋田市仁井田(1) （ 0. 134 ） 

`o)  （ 0.1 3 2 ） （ 0.105 ） ̀
o)  ~0.152 ~.171 ~0.116 

街 マ 0. 125 （彎0.09贔1，） 73 0.134 0.102 76 
5 秋田市割山 (1) （ 0.099 ） 

`4)  (0 」5~148) （ 0,087 ） （四85)~0.138 ~0 109 
地 0 1 13 92 0 122 0.141 0 083 59 

ツ 6 秋 lll市新屋（］） （ 0.116 ） （ 0 107 ） （瓢） （ 0.1 8 7 ） （ 0 070 ） （凸63)~0.131 ~0.123 ~.145 -0 088 

｛’| 区J
0.093 74 

---・-------------

l 

(00竺.1釈26159) 0.128 
（ o0. .00583 9 ） 70 

乎 均 （ 0.063 ） （竺97) （ 0 088 ） （芦）~0.123 ~0.171 ~0 116 

（注）表中の（ ）内は最小値～最大値を表わす。
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表ー14 調査地点別葉呼吸量、クロロフィル置 (4方位平均値）

調査地区
1 年 葉 2 年 葉

杭往 Nn 調査地点名

1(co呼芝吸乱`  クロロフィル輩＼mg／生梨g)
呼吸侃

クロロフィル最
区 分

a b a b 

0 57 0.26 0 49 0. 79 Q.37 

男鹿市脇本（予竺） （立い1 （ 0.44 ） （ 0.21 ） （ 0.48 ） （ 0. 70 ） （ 0.34 ） 

: 12 

-0.71 ~0.32 -0.52, -0.91 ~0.43 

天王町上二田(5) (°~0.40.45.59 5 ) 
0.61 0.28 0.50 0.86 閲0.4沿2） （ 0.43 ） （ 0.10 ） （ 0.44 ） （ 0.64 2) 
~0. 77 ~0.35 ~0.55 ~I.I 

秋 マ g゚ 4 
0.54 0.25 0.43 0.75 0.34 

3 天王町追分西（5) （ 0.4 5) （ 0.40 ） （ 0.18 8) （ 0.40 o) （ 0.62 5) （ 0.27 3) 
~0.6 ~0 68 ~0.3 ~0.5 ~0 9 ~0.4 

ツ （巴0嘉.51） 0.57 0.26 0.47 0.80 0.38 
平 均 （ 0.40 ） （ 0.10 ） （ 0.40 ） （ 0.62 ） I (~ 0.27 62) 

田 -0.77 -0.38 ~0.55 ~1.1 2 ~ 0 .  

（彗0.5昂8） ( ~ • 75 0 34 
（竺.57 （竺.96 （碍0.4~495) ア 4 五城目町上樋山(5) 贔） （ 0.21 8) 整7o) 嘉）~0.8 

力 5 秋田市男潟北(5)

正（彗0.知59） 
［立00..873 9 ） 

0.38 閲0.知50） 閲0.沿99） 0.43 
湾 （ 0.26 ） （ 0.31 ） 

マ ~0.68 -0.49 

ツ 1 平 均
0.36 （色0化.54。） 0.98 （碍0.44呈）（ 0.48 6) （ 0.21 8) （ 0.72 7) 

地
~1. 6 ~0 8 ~1. 7 

0.53 0.66 0.30 0.50 
0.8 7 77) 

0.40 
マ ツ全平均 （ 0.45 ） （ 0.40 ） ： （ 0. IO ） （ 0.40 ） -(-0~ .612 . （ 0.27 5) 

＇ 
~O.C7 ~1.66~0.88 『 ~0.70 ~0.9 

1. 77 （認0.8¥2o) ／／  区 ヶ 1 男鹿市金川 (1) 0.74 （ 0.68 7) 
~1.8 

1 2 

「(( !'-11-ff. ． 5邸わ50 6―し• ) ―） ― 
<i（唸00..7＇70399― l) 1 

／ 

五城目町上樋山（1) 0.67 ／ 
ヤ

V 3 天王町八坂（1) 0.67 
i ／ 

キ
1.60 0.75 

／／  平 均 0.69 （ 1.23 7) （ 0.57 ） 
~1.8 ~0.97 

I 1 秋田市飯島（1) 0.42 0.33 

ク
2 秋田市将軍野(1) 0.41 0.39 

（注）
3 秋田巾中通（1) 0.41 0.33 1 表中の（）

ロ
内は最小値～l 

4 秋田市仁井田(1) 0.41 0 36 最大値を表わ

マ す。
5 秋 田 市 割 山 (1) 0.46 0.38 

2 呼吸量分析
6 秋田市新屋 (1) 0.46 0.44 は4方位混合

区 ツ

平 均 0.43 0.37 
試料を使用

6 騒音振動調査

(1) 道路交通振動、工場振動実態調査

川年度までご県内 CI市の特定エ男、自捌車等による振動実嗚の把握及び択動規制法に基づく地

域指定のためり）基礎資い収集を行ってき；一 r] 本年た1よ9:I続き CIIl」を対蒙こ、道路文］祖辰動につ1、‘

ては国道 4路線 5地点、県道 1路線 1地点、特定施設については10施設で距離減衰を含む実態調

壺を行った）

その結果は表ー15、表ー16のとおりである。
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表ー15道路交通振動実態調査結果

I I 道路 状況 振動レベル (dB)

町名 1調 査地点路線名 1 調査年月日 1 敷地境界からの 昼 問 夜 間

I 1 車 線 数l舗装状懇 I 距離 (m) I~平均 1 2 3 | 4 1平均

1 0 53 501三 509 51 47<45 45<451 45l 

国道
鷹巣東隠巣

l 

1 0 5 号

県道
天王上二田 地 内

秋田男鹿線

品 l 国道
五城目石田六カ村堰添

2 8 5 号

10 48 45| 45 46 46<45<45<45<45 <45! 
2 コンクリート 55. ?. 21~22 _ ----

＇交通量大型車 15 11 813 12 4 2 2 3 3 
（台f10分）全車｀ 101174̀ 1 8946|- 30:  39' 

0 51 461 45 481 48|<451く451< 451< 451 < 45 
| --| |―-1 --—-1 

10 49 45<45 48 47<45<<45笠く49
2 アスファルト 7. 25 一

交通量 l大 型 車 一 旦 16立ー＿翌__]-_1 1-9 2i 

I （台／10分 ） 全 車 1501011121 259158 1271 86 62 55 83| 

。塁□ 53見 53 47ì<451く45 <45: 

10 I 46:<451 491<451 46l<4s:<45:<45:<45I <45i 
2 アスファルト 8. 4 _ ――- _ 

交通量大型車 7-912_3 8-|___Q 0 0 1 

（台／10分）全車 78 48 70 108 76, 71 20 25 19 34 

0 <45<45<45|<45 <45<451く45Iく45|<45 <45 
_一|--I - -1---

道 10 <45<45<45<45 <45<45<45<45<45 <451 

号 2 コンクリート 8 7~8 言嘉。喜：型： ：： 1：:| 8し~I~ロニロ経済連県南国
1十文字

飼料中継基地 'l 3 

| l 0 50亙 151 471 50臼臼：＜45臼く45,

: 2 アスファルト 811~12 交通： 大型車~·~口』＜：：11言1<4言竺
（台／10分）全車 14115511651581 155五l102`85 98 

I 

, 0 亙 471戸互 511 451竺亙 51 46 

2 Iアスファルト 8 18~19 ` 1, 1；□□□」ロロ：
I 
1 国

二ツ井中 坪

I 7 

国道
仁賀保室沢地内

7 号

| 



表ー16特定施設振動実態調査結果

町名 業 種 特定施設名 公称能力 測定年月日l 
金属製品 製造 業 空気圧縮機

薩巣 ‘'、・・--

字業・土石製品製造業 破 砕 機

天王電気機械器具製造業 空気圧縮機

I 
＇製 材 業チッパー

チッパー

コンク］）ート

セメント・同製品製造業 プロックマシン

金属 加 工 業 空 気 圧 縮 機

]に―| fノ/‘-I 
千、ジ ノミー 1 1. 3br I 11 

I 
電気機械器具製造業 空気圧縮機 I 5 5 kw 

五城日

3
4
 

--'--

＂ 

1+文字

9

9

,

1

-

―

,

9

9

ー

―

-
1
,

k
w
k
l
V

＿

如

k

w

k

w

4
 

0

5

5

1

6

 

3

7

1

1

5

 

5 5 kw 

二ツ

＂ 

仁賀保

2 2 K¥¥ 

2 2 kw 

工場の敷地面積1施設からの距離（加）振動レベル(dB)1羞｀アゑ惰
（rrf) 

10 I 65 土（軟）
55. 7-21 I 3,977 i 

| 35 | <45 

| lo l --61 ーコンクリート

II 約 30,000!~ 一—•---'
37 II 54 I土（軟）

10 I ・ sg I アスファルト
7. 25 I 38,126 

3 1 66 I 砂地

10 I 48 I コンクリート
8, 4 約 3,3 001  

30 i <45 : II 

10 I 52 ; コンクリート

約 13,200
3。 I 48 土

10 I 63 I コンクリート

8. 8 I 2,970 
30 I 47 I " 
10 1 47 I コンクリート

36,500 
30 I <45 I " 
10 I 55 コンクリート

8. 11I 49, 500 --―-

1 30 1 <45 I砂地

10 I 49 '砂地

I 4,0002]  <45 - II 

10 I 48 コンクリート

8 181 14,8:_J~土（軟）

| 

|---̂  

,, 

IIt
J
 

こ

9
~
~

が以 材



(2) 他公所からの依頼による調査

騒音及び振動規制法に基づく指定地域ではないが、新路線開通に伴う交通振動の苦情により 1

地域 8地点において騒音振動を延べ48回測定した。また石材切削機、研磨機等による願音苦情に

ついて騒音レベル測定と周波数分析を行った。

(8) 低周波空気振動基礎調査

低周波空気振動（Infrasound)は近年関心が高まりつつあり、環境庁でも昭和51年度から各種

の調壺を行っている他、各地方自治体等においても禎極的に取り組まれているがその実態はいま

だにはっきりしていない。しかし、明らかに低周波音によると思われる不定愁訴や戸、窓の振動

による二次騒音等の被害が多く報告されてきている。本県では現在のところいわゆる低周波音に

係る伴民苦情はほとんどないが、今後住宅地と商工地域との混住化が進めば問題を生じてくる恐

れもあり、いくつかの施設についてレベル測定や周波数分析等の基礎調査を行った。

け 調査対象施設と測定方法

表ー17、表ー18に掲げる空気圧縮機および送風機について測定を行った。測定方法については

いまだ確立されておらず、JI S B-8346「送風機・圧縮機の騒音レベル測定法」を準用し、

現場の状況に合わせて測定した。

表ー17空気圧縮機主要諸元

空

l N-o. 形 式 に勁機お（n出応o0 力）11I 回（r転pm7函30数） I 1I 容（ぶ11加,,53009凪）0 1 I I 叶(切Il向旺35.. カ5 0 ） 極 数 1段数用 途気

I 3 I水半平対星向］｝叶 I 8 I 2 /畠市力羞／王

縮 4 I 10 I 1 I,, 

機
5 半星形I 330 I 4851 4, 230 I 5. o 12 2 I 11 

表―-18送風機主要諸元

送I--N：ーー：： 式電動機仁::I回(::m竺：戒Im1;t；1:mmAq［翼数翼1:::]径用 近

1号押込両吸込翼形 2. 300 I 1. 480 I 9,650 I 1. 084 I 10 I 1. 065胃焼空賃

風 I―----- --__ _- -

4号押込冒翼可変:1 5, 900 I L 892 I 18, 000 I L 440 I 16 I 1, 115 I II 
機 I -―- _ _ _ _ _ 

4号循殷両吸込形 2, 550 I 985 I 1e, 100 I 100 I I --8□匹焼□冨

- 35 -



（イ） 調査結果

空気圧縮様について；これらはガス製造用の空気庄純檬で任意の

に合わせて測った。

作り

共通吸気口における

5の結果からみる限り No.5 

とし、 16Hzはその 2次闇関音と

ここではNo.3の荼本周波数である12Hz及び 2次

し、 8Hz• 16Hz成分はほとんど変化していない。 :'.¥:o.4がこ九に加わって 3i虞が同時稼勁し

の周波数分析結果を使l-7しこ示す。この場合こらにNo.4の星本周波数である 20I位及び 2次 3次

高調音付近てレベルがJり大して 1`，ヽる他、 10Hz、12.sHzの成分し

送風機について；

3 号• 4 号• 5 

関して

ろ

々12Hz• 20Hz • 16Hzとされてし、る。

60秒て除した 8I位を基本周波数

る。 No.5にNo. つ

してきてしヽ る。

ダン，，，ミ つ

閲ー

叶送風畠よりもある程度低涜凪にし九[I寺に生じる、し、わゆる屹I叫失速が原因とさ仇てし、る。

1号抑込送風槻では図ー 8にみると．t5 り、仮居l［皮仙jてば50Hz付近、可！茫域側ごは200Hz

ビークがある。前者は旋阿失連によって卓鯰するとさ九るりふ皮放と考とら九、後者は打根iこよる

凧切音としての計賃｛直に近し、。 4号抑込及：］ヽ←号カス円筐ぷ送）正1il見：こつし、ごば、［元--91図1-10に示

すとおりてある。とたらも麟泣し］ーータクトの外側から/Jllj定しに応のて訪るか、 6~ 8 IIヽ上40Hzii11

後に卓越したビークをす、］っデ＿し／：） 心^oHz付虹（］)（し 0)ぱ 恥1口I)．こ）むこよる三重（］．． ）しのて、 6 ~ 8日z

のものはこの系の 1叫布枷動に近＼、も 0)と見1いわれる 3

p 1／；オク4ター喜ノ＼」6卜昌晶(Hz) (dB口百二□□
I叉I--5 No. 5 JI百計］籾皇）及屁I[))叶（乃吸` 1-1

にこおける（氏周波ス＇＼＇クトル

只1--f:i >lo.已` No.3'王曾I

吸気 I―I:こ杞げるスペク］ヽ ）［，

[l） 

`」-・
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7 悪 臭調査

昭和55年度は悪臭防止法て定める 8物質中の 6物質について、主要排出事業所（特にし尿処理施

設）の実態調査を 5市 9施設28地点で測定を行った。風向・風速については可搬型風向風速計 (30秒

間の平均）を用いて測定し、排出源からの方向距離は16方位コソパスとメジャー (50m以上の場合

は目測）によった。悪臭物質濃度i'こついては S47年環告 9 （改巴 S51環告47)iこ従って測定し）こ。

今回調査を行ったし尿処理籠設のし尿処理方式及び脱臭方式の概要は表ー19のとおりてあるカミ、

これらの差による臭気濃度の差は明らかでなかった。一般に工程上臭気が発生するのはし尿投入・

汚泥処理・消化ばっ気等の設備周辺であるが、これらの管理を良くすると共にし尿投入時に投入室

のンャッターを閉じる、処理記力以上のし尿を投入しなし贄の某本操作を守れ王さらに臭気塁度の

演少が期待できる。

結果を表ー20に示す。

表ー19調奢事業所別し尿処理、脱見方注

施 設 し尿処理方法

秋田市清掃センターし尿処理場 生物化学的加温式2段消化法

秋田市 飯島事業所 接触酸化仏

大曲市外九ヶ町村清掃事業組合 嫌気性消化処理法

本荘市広域清掃センター 2段活性汚泥処理法

泥代市中央衛生処理場，嫌気性消化処理去
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表ー20悪臭調査結果

工場・事業場名 天気喜喜i風］駅mだ）悶り冒；予：亨 1アンモニ：］ ：：リ：物チ：1:化□<;pp:b：レ：チ：：：］ア硫の{::::レ)1二硫化メチJレ備考
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水質科

1 水質環境調査

(1) 十和田糊水質環境調査

昭和55年7月、 9月に 9地点、 om層と一 5m層について、さらに流入する 2河川も調査を

した。検体数は40恢体、 397項目であった。

その結果、湖沼、流入河川とも健康項目、特殊項目ではすべて環境基準を満足しているが、

生活環境項目のうちCODだげが、中湖中央の 7月ー 5m層で基準を越えた。しかし om}習、

-5m層の平均では基準を満足している。

(2) 田沢湖水質環境調査

昭和55年4月～11月（毎月 11ul)、5J也東において凋査を支施した。検｛本数及び項目数に40

検体、 251項目であった。

田沢湖のpHは酸性河川である玉川の流入；こより年間を通し 4.3~5.0の直を示している。そ

の他の環境基準項目は全地点とも基準を満足している。

(3) 八郎潟水質環境調査

唱和55汀 4月～56年3月まて毎月 1回、閲整池に］、 2月をi冗く年101III口こだし大閲菌群籾、

T-N、T-Pは隔月の年 6回、調整池は年5回）調査を実施した。検体数及び項目数は60検

休、 451項Flであったっ • 

その結果、健康項目では全地点とも環境基準を満足しているが、生活環境項目で基準に適合

し1よいも（7）がみられ仁。その地克及び回数は表ー 1のとおりである。 T-N、T-Pごついての

環属基準ばな 1`ヽが、 T-Nは最低で、 O.52ppm、T--Pょ最低て o.り32ppmと札術沼の富栄養化｝行岬

(T--NO. 2、T-PO.02ppm)を上まわり富栄養化が進んでいることを示している。

表ー］八郎巧J悶境基準こ）！り合しい皇目及び年間回紋

項目 生活環境項目
¥ --―-

調青地点 ＼ PI--I DO I C OD S s |大n揺~'

浜口排水機場 。I 1 I 12 I 10 I 4 

］［石椅 I 3 1 212  : 10-; 

I 

大潟 □I -3 21211  1 

調整 池中 央 31 11 91 71 0 

l - - ― - -

南 部排水機勘 4 I 1 I 12 12 I 2 

水 門ー 01 21 111 71 3 

—~. ill -



(4-) 河川水質環境調査

昭和55年 4月～56年 3月まで八郎潟周辺の 6河川、 7地点について毎月1回調査を実施した。

ただし大腸歯群数は隔月の年 6回である。検体数及び項目数は84検体、 582項目であった。

その結果は衷ー 2のとおりで、生活環境項目中全地点で大腸菌の環境基準に適合しない回数

が多く、特に馬踏川、井川はかなり汚濁されている。しかし健康項目（ 4月に 1回）では全地

点とも翡準を満足している。

2 6河川環境禁準に適合しない項目及び年間1dl数

項目 生活珠境項目

調査地点 ‘, PH I DO I BOD I S s 大腸苗
ー 9 9 - - 99 - 9 99 9 

＝種川、川尻栃 01 21 01 51 6 

馬場目川、杉沢発霊所 01 01 01 01 3 

-----

同上、竜馬栖 01 01 01 11 5 

井川、井川栖 01 21 31 21 5 

馬踏川、馬踏川柏 1 I 5 I 12 I 3 I 6 

既 川、関川梱 01 01 01 31 4 

比詰川、金川柏 01 01 31 31 4 

また閲［内主要河川につし、て 4、8、11、2月の 4回、はげ同地点におし、て(19-22地，¥',()T-N、

'l‘-P誤度の淵脊を生＇施し／こ。椋体数及び項 l]数は84検休、 168項日てあっに。

その結果'l‘-Nでは1.Opprn以上の高隈痩のものが延 4地点虔り、 T-Pの最高はO.095pprn 

であっ九。

(5) 洵域水質J；悶樟，J,ij在

昭和55イ「 4月～10月まて10月 1回、米代川河Il沖と子古川河口沖の2地点-(]J,1,j府を実施しー！こ。

検体数及び項 11数は28検休、 114項「I-cあっ仁。

2 工場、事業場排水基準調査

水質杓濁防止法に凡／）＜特定施設及び秋川県公害防 l|―一条例にti~- 指正的水HI出施設の訓出水

について、一般項日を除く健康項I]及び牡殊項I」を凋壺した。枷休数及‘om|」放□262検休、 1331

項Hてあった。

その結果排水且準に適合しない工場、事業場が 6施設あり、これらの工場、市応場に対し県J悶

抵保仝課及び悴Ii’,Iげる保健所の塚燒公古係か施設の改許、保守竹J用の強化を指心した。

3 地熱発電による水質汚濁防止基礎調査

一環塙斤の委，』により地熱発雷に1半って牛する感氣及び熱水か、公具）―lJ水域等の水質に及い、ず彫

--42 ~ 



醇を把握する目的で、八幡平、大沼地熱発電所周辺および熊沢川水系で10月に調査を行った。検

体ぱ熱水、温泉水、河川水等35検体、分析項目は砒素、水銀等560項目てあった。

その結果有害物質については全般的に開題はないが、砒素ぱ照水及び底質て裔い数値を示して

いる。また河川水のpHは温泉等の影響で強い酸性を示している。

4 地熱開発利用センター水質等調査

昭和55年 5月～11月の毎月 1回、秋田屎地麒開発利用センター（皆瀬木寸認）の排出水およひ下流河

川の水質等の調査を実施した。検体数は15、分析項目はカドミウム、砒素等 142項目であった。

その結果、砒素その他重金属については全く問題がなかった。

5 出羽丘陵東部地区水質調査

東北農政局の委託により、出羽丘陵東部地区における開発可能な地域の水質の現況を把握する

ため、灌漑期（ 8月）と非灌漑期（11月）の 2回に調査を実施した。検体数及び項目数は20検体、

160項目であった。

その結果を「農業用水基準」と吼合すれに、pHが10カ所中1カ所でやや低い所かある。 T-Nは基

準を満足しているが、一般河川水よりやや高い値を示している。 COD等は基準を満足しており農

久llJ水としてはほぼ適合している。しかし大）］闊噴群数では特ご滋概期の8月ご多いのが目立っに。

6 八郎浮調整池富栄養化機構解明調査

閉鎖性水域である八郎潟調整地は特に昭和53年頃から富栄養化現象が目立ち、水質環境基準を

越える場合が多いので、県では水質汚濁の状：見を把握し方質保／ビの方策を恢討ずるため、 55年度

からこの解llfj晶脊を実施した。

本調査は小課題名としては30項目にも及ぶ調査で55年から 3年～ 5年の年次計画で行うもので

あり、初年度に当セソターが分担した調査は次のとおりである。

(1) 流入河川、［謁整池等の水四謂査、

流入河川による汚濁負蘭閏こ、大潟利り）生正排水に」る［灼負荷羅を入る！こめ、河）II6.l也点

と残存湖内 6地点について調査した。

10月と 3月の 2回、前者は24時間中 51川、残存湖は10時、 14時の 2回各地点とも上下 2層ず

つについて晶望「し合計11]杭休、 COD賃l.69I：項目を分析した．9

(2) N、P負荷箪渦査

主に干拓農地からの負荷量をみるため、灌漑用水、水田の代かき前後の田面水、小排水路、

幹線排水路、 1う［＇］北両排水履場＇，•（いこついて水買を調査したー[「 1小228検付‘‘rr-N 、 T-P 等3606

項目を分析した。

{3) アオコ発生時の水質等調査

アオコ発生量と水質の関係をみるため、調整池の 2地点において年間を通して調査し、合計

111検体、 COい、クロロフィ 9, a等1770)};1日を分析し仁 c

- 43 --



7 秋田湾地区水産物の重金属含有量調査

開発局の委託により秋田湾地区の環境影響評価の基礎資料とするため、昭和55年9月～10月に

秋田湾及び男鹿半島周辺の海域で水揚げされた魚介類（マダイ、ヒラメ、イツガレイ、ガザミ）

について、カドミウム、水銀、砒素等の重金属調査を実施した。検体数及び項日数は53検体、 530

項目である。

8 その他

苦情、行政依頼、土地改良区用排水等について34検体、 192項目について分析した。

土質科

1 土壌汚染対策調査

45年以後、土朋汚染防止法に基づき Cd汚染が椎定される農用地の調針を実施している。

(1) 細密調孔

55年は 3市9町35地区 (711.78ha) 374恢体の謁壺のうち、大館市、比内町、十文字町に係わ

る131検体の玄米濃度を分析調査した。調査結果は、 1.0ppm以上 3検体、 o.4~1. Oppm 44検

体、 O.4ppm未満84検体である。

(2) 汚染米調査

細密調針の崩1，果、 Cd濃度l.Oppm以1一の玄米か検出された産米とりUIJ地1̂J崩汚染対策指定地

域で未だ対第'-li業を史施していない小坂、餡代地域等の産米について仇品術'|法に基づきロッ

ト法により朽染謁j社を実施した。調査結果は衷ー］のとおりである。

表ー 155{1度｝）「ミウム含有米のロット調孔結果

＼＼区分ー

市町 ＼ ＼

小坂町

鹿角巾,I 
比 内 IIIJ I 2 

- - - - ----

慨 巣町 I 5 

餡代 市 - - 8I 

角館町 3 

乎鹿町 5 

十文字町 I 7 

増田町 14 

計 I - 60 I 

％ 

―
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休廃止鉱山対策調査

休廃止鉱山監視のため大比立鉱山等の水、

酸性河川水調査

49年末の烏而山の火山活動以来、

結果、水産、農業、
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(1) 

翡在結果

鉦＼｝礼判外i『しよ、 J[]7J:it}J、 t易7j<Jりのり］出 刈よある力；、｛勇出恥叫叶｛よI『1年 1及の 1屑―[r」月と同し‘

(2) 

(3) 

るc

打書物質停の合打は忍められなし、 1か、土堺劣化夏）原胃となるア，＇レミニ上、ム 1-1ー／以度｛よ

鉱泉分析広に r[') 主要成分の：一•I-‘／よ（表ー 3) を件戌し泉質の判定を試-l-;..fことこら、増水

期、褐水期の謁森帖果によ 温度、 PI-I、 主要戌分

変化が署しくなし、市から、泉質はほは安定してし、ると

化はちるもののミリノ：）レ厖の

ら］しるっ

(4-) 昨年度の同時期0_)関紅帖果を比較ずると、今年度は1硲舌足、怜'-田｝］、ー］、 9-知:,ヽによ、

どによりi農度が沿釈さ、‘iじこし、るか、丁要戌分の鯰贔に変化はなし＼へしのこ、1じわけるヘ

こげ水仁
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(5) 二年間の調査では、湧出鏃の増減はあるものの、泉質は安定している。

表ー 3源泉のイオ｀ノ表

朱の又川本沢朋泉 A

リバル％
ー・• 一・・ • •• • 

55. 6, 19 I 55. 9. 29 
ー•• -・――→．．．．． ー・ •ー・—：ー―- ・ー 一• .....--• •一 … 

18. 00 I H+ I 19. 14 
パ ・・・・・ ー・バ

2. 02 [応 2.08 

12. 48[ Na-1→ 13. 06 

23. 5s I ca2-1- I 22. 98 
一--・

12. 29 I Mg2+ I 12. 14 

o. 05 I zn2+。.08

1.1a j Fe2+ I 
---- --- ----. 

1. 23 

Q. 44 I Mn2+ 0. 46 

I 
30. 05 I Aea+ I 2a. 91 

,=-— 
100 I 100 
=--~―こ＿＿·==

―--58, 1竺―--- - 60.6 

41. 1 I SO;― 39.4 
=~  ---——--=  

100 I 100 

22 1:c l泉趾 23.6℃ 

2. 45 I PH I 2. 30 

―l109mgl¢ 皇譴J-1476mg/¢ 

岩股川上流湧泉 A

リ ノミ ーレ ％ 

55. 6- 20 55. g. 30 

1-061 H"― 0. 94 
▼▼ ^ ^ 

2-391 幻 2.35 

15. 96l -Na+ 15. 26 

28. 72 I Ca2+ I 30. 52 
- ~ ̂ ^'▼  ＾ ▼ 9 9 mー

12. 23 I Mg2+ I 13. 85 

o ¥ Zn2+ J。
O I Fe2+ 。

o. 53 I Mn2+ 。.47
38. 63 I Ae3+ I 36. 62 

100 I 100 
―- _ __--- - _ 

49 I cP.— 47 

51 SOi― 53 

100 I 100 
9. 2℃泉温 9. 2℃ 

4-40 I PH I 4. 38 

一
285mg/£ L贔喜 316mg/£ 

- --

(6) 5、 6、 7月の灌漑肌ILil中の農業用水水判の凋査糾果から、子吉川水糸の下川内瞑、白雪川

系では、，鳥越堰、三ヶ村J|足のPHが農業川水梧準外であるか、他項目且ずべて基準内・［ある。

子吉川水系の岡田代堰は昭和54年 6月以降かんがい用水として利水しておらないので、本流

からの取水はない。

子吉川水系_¥,1石賑の大）l易薗の多い原囚ば、鳥海村、矢島町の生活机水の彩響があり、 4打こ 7

月30日は流：立応少なく、はとんどが付近の家庭生活枡水と思われる。

岱山堰は利水体系によって酸性水の影響は少ないものと思われる。
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表ー 4 子吉川および白雪川水系における農業用水水質調査
(mg/£) 

｀：巴］年 月日大候水温℃ PH Do | 130]) COD ss ＿←パ T--P大腸面1備考

墨•;

---------- | 1 -------•一・
55. 5. 2s:,まれ 11.7 6. 08, 10. 8 1. 5 1. 6 3 0. 6 0. 011 1, 700I 

| 

子立石堰 55. 6-24くもり ― 6. 60 8. 8 0. 6: 2. 3 8 0. 57 0. 021 1, 700I 

吉 I 155 7 30]iまれ 240 6 7/  7 8 1 2 3] 2 0□□ 4゚8 0 02:54,000i喜く笠
55. 5. 28!fまれ ll.41 4. 861 10. 51 2-2: 1. 41 41 Q. 491 < O. 011 45 | .... 

JII I下川内堰 55. 6. 24くもり 一1 5. 02i _8ー． 9□竺＿—• 1. 8 4 | 0. 28l °. 01l_l]:0 -. 

水 I 竺二30iまれ116. 51 4. 97 巴4.ー-<0 5」---1. 3 - 7| 0. 241 <0 01 1301 

55. 5. 28Iiまれ 13.51 6-391 9. 61 1. 1/ 2. 2/ 2/ o. 541 o. 01/ 700 
系―--•----- - ---- • ---—----.. --------

岡田代堰 55. 6. 24くもり 一 7.40 8. 5 1. 2 4. 8 171。.541 o. 02/ 790 

55. 7. 30 iまれ 13. 0 7. 20 9. 1 0. 8 3. 2 3 0. 31 0. 01 330l甕尼殆ど
I i | 

55. 5-28はれ 14.61 4-381 9. 61. 2. 1/ 1. 41 41 o. 701 o. 02j 78 
| | 1 

白 I三ヶ村堰 55. 6 24くもり ー 4.74 8. 9i <O. 5| o. 5l :- 0. 28| 0. 01 130 

155. 7-30しよ れ 20. 0 4. 60 8. 4 へ：：：o.51 1. 1j 21 o. 341 < o. 01! 20: 

雪 I_ 55--5-28liよれ 9. 4 4. 05 9. 7 1. 8 2. 3i <1`:」-01 -- 0 ------

川i鳥越眼 55. 6-24くもり — 4- 511 9. 71 <O. 51 1. 4: < 1I o. 331 。.ml o 

55 7 30iiよれ 12.; 4. 50| 10-]__ o :-1 5 < 1 0. 30| ：：叫 。
水 I I - ---- -

55. 5. 28iiまれ 12. 8| 6. 37 10. 1 1. 7 1. 9| ―ー上°.691竺竺．＿竺
系岱山壊 55. 6,24くもり I -I 6-801 9. 41 2. 2I 1. o/ 31 o. 471 o. 01I o 

55. 7. 30 iまれ―~17. 0 6. 82 9. 2i 1. 0 1. 31 3 0．竺く。竺~- 4oj 
（火）J位歯MPN/JOOmP)

4 水質環境の生物評価

河川、湖詔の生物による環境評価をするため、一県内の代表する河川、部巾河川（箪生津川）、

酸性河川（独［閏川）、対象河川（岩見川）について水仇、底質、およびI［物の謁丘を実施した。

この結果これらの河川に出現する藻類、底生生物等の種類、その季節的変化、あるいは藻類の量

と栄養塩類との関係等についての基礎的資料を得た。更に今後都市河川、酸性河川等の特異性を

把握し、生物の種類、

テレメーター係

1 監視体 制

との関係を明らかにし、水質環境の生物評価の資料とする。

常時測定による監視網は、昭和56年 3月木硯在、表ー 1~ 3のとおり大氣環塙測定局19局、自

動車排出ガス測定局 7局、気象測定局 2局、水質測定局 3局及び工場測定局 7局となっている。

また、秋田市で常時測定を行っている大気環境測定局と、データの交換を行い、監視体制を強

めている。
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表ー 1 大気測定局及び気象測定局

測 定項目
区分測定局名

S02 / Dust I NOx / Ox / C o|I THC INMHcl風 1釦変混度差涸度安定度

井川 oIo Io I I Io I I 
昭和 oIo I I I I I Io I I 

＊ 伍船 ）本II|I 0 O l_c) | 0 I O 0 I I | J_J_ | _l_c:i_| 0 J | I I | _I | ~ 一

テ 船越I ゚ o 0 | | 0 0 IO I " ゜̂ - ----

天 王 oI I I I Io I I I I 

レ 将軍野］ ii_ 0101()o 0」丁I竺―J_I| oJ1 _ o I o 「―
八橋 o Io I IO I 
:"`|0 | 0 | | 0 

メ 茨品|0I C)_L_ I I I I I 0 
仁井田 0 Io IO I I I I I 0 

I 能代 0Io Io I I I I I 0 
氣桧山 oIo Io I I I I IO I I 

夕 能代工業 |olol o[ol I I [o | -・ i 
—- -- 浅---内_、-- o I-o -IO — I I --I I I 0 
自土崎 | o I Io 

I 中通 I I II(o ―J I o I I I I I I I 
りI' 茨--島.I -- --o -I I I I ---I I I I I I - I I 
気飯島!_I I I I I I __ I o I o I o I J 
俊寒風山 1 | 1 | 0 0 0 I O 

大館 oI o I I I I l_ I o I 
大本在|oIo I I I I I 。

モ ー・ョ

大曲 oIo I I I I I Io I I I 
気横手IOI ゚ （う - I 。 -

タ自大館 | 0 

能代 Io I Io I 
I 排 大―-曲----1 |I I 0 1-------i----、

横手 I I Io I I I I 
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表ー 2 水質測定局

区
Tr 

テレメータ

モ 二 ター

測定
分 測定局名

TW  I PH I DO : 

秋田港 Io ! o I o I o 
雌物）i[□］0 | 0 | _o I:-

i米代川 |o I o I o i 

゜

項目

I s • S I 

I O I 
I。
I o i 

表ー 3 発生原則定局

測 定 項 目
区 分 測定局名一—^^^ —-~— 3 | I Ts I i Po H |I 豆)D-

日鉱船JII I SOCl ←1 I I soO ,-, I I so~ 

秋田火力 I

゜
I 

゜
I 

゜
I I 

i | ， 

秋田製錬 I

゜
I 

゜
I 

o7―:  | ゜
I 

テレメーター 東北製紙 I

゜
I 

゜
！ 

゜
I 

゜
！ I 

東北肥料 I
， 

: I I 
I 

゜
： 

゜
I 

竺菱秋 Il] 1 I I : I o I 
十條一^ 秋田i o I O--I 

゜
I I 

゜
I 
゜

2
 

測定結果

(1) 凪向風速

大気測定局に併設している風向風速計の測定結果は、図ー 2のとおりである。

男鹿半島周辺閥定島の風向しま、主風向カミ 3~4方向に分布し、王風向への集中度ば少広く、

それ以外の風出割合冬く現われている。

井川局ではW、ENE、SSEの3方向、昭和局ではNW、SW、S及びESEの4方向、天王局で

はN~WNWとSSE方向、また、洵岸部に近い馴l1局、船越局及び脇本）言］でにNW~W方向、 SS

E~SE方向の出現頻度応割合多し。

秋田市内の風向は、中通局を除いてNWとSSE方向が卓越している。中通局はNWとSE方向

のほかに、 WSW方向の風も出現頻度が多い。
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I秋田県 I

z

↑
¢
|
 日

本
］．・ 

海

（凡例）

0監視センター

（環境技術センター）

0 環境大気汚染局

（気象測定局を含む）

△自動車排出ガス

測定局

0 10 20(km) 
T I I 

¥

J

?

 

（
f
ノ
＼
J
j
"

-[』
102-103-104-105-106-107-08-109-110-111-112112-113-114-1-119

一

国

図ー 1常時測定局の位置図

能代市内の風向且、秋田市内と同じく NWとSE)JI;,Jが卓越し、大館-C.ーはWとE}JIh]、本壮ては

WNWとSSE方向、横手では NNWとSSE方向であるが、大曲では卓越風向がほとんどみられな

し‘°
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図ー 2風向風速 (55年度）
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S 石 3.4

桧山 N 
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s 
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（注）カームは、風速o.4m/s未満

脇本

6
 

-
U
 S

N

 

E
 

S 豆 2.3

大館 N 

E
 

S 五 1.9

20% 

(2) 一般大気環境

アニ酸化硫黄

二酸化硫黄濃度の55年度測定結果は、表ー 4のとおりである。環境基準の長期的評価では、一
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表ー 4 二酸化硫黄濃度の測定結果 (55年度）

測定局：：：定日：I測定時間1年乎均値［宣塁誓賃崎賃塁1 石̀9農誓羞望繋悶 ：：：： ：：：：；且忍国筐0E]]]]9喜農夏碍ー，〗測定機種
（日） 1 （時間） （ppm) 1 （時間） 1 （%) ! (• Fl)  I (%) 1 (ppm) (ppm) 1 （有X ・無0 ) ) ' (I」)

—•—, --··一．—-一

井 JII 未 349 1 s5o3 1 o. ooo • o I o I o I o I o. 05 1 o. 024 1 o I o高感度型
--- - ---一 - -- - -

昭和住 347 I 8398 I o. 085 0 I O' 0 I O I o. 05 ! o. 020 I O ' 0 I 11 

.... -- - -- .  -•一·—- - --, - - ’  
船川" 344 f 8353 I o. 007 0 I O • 0 I O I o. 07 I o. 017 I O I O f " 

脇本未 364 8719 0.OO3 0 0 0 0 0.03 | o. 008 0 0 " 

船越住 335 I 8187 I o. oog I o I • o I o I o I o. 05 

I 
天王" 349 I 8421 I o. 006 I o I o I o I o I o. 03 

将軍雙『 " 353 I 8558 I o. 005 I o I o i o I o I o. 05 
- -―|―-―-- -

中通商 365 1 8724 i o. 010 I o I o ! o I o I o. 10 i 

茨 島" 355 I 8650 i o. 011 I 2 I o i o I o I o. 13 

0.021 

゜
5
2
 

゜
II 

0. 0 1 6 0
-
0
 

゜
＂ 

o.on 

0.027 

0-025 ゜゚
゜
゜
゜

,, 

II 

＂ 
仁）「田住 324 7811 0.003 

゜ 。 。 ゜
o. 05 ! Q.007 
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0
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7
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5

5

8

 

3

5

9

 

8

8

7

 

0

7

2

 

5

5

3

 

3

3

3

 

I

I

I

 

I

I

I

 

館

代

業

虹

大

能

能

沙内" 364 I 8717 I o. 006 I O I O I O I_ 0 I O 03 

桧山未 357 I 8600 1 o. 003 I o I o I o I o I o. 02 

木止商 349 I 8477 I o. 013 I o I o I o I o I o. 06 
- --・  - - - - - - ----- ・- -・ ----・ 

大 1廿I 住 347I 8339 I o. 011 I o I o I o I o I o. os 

横手商 211 I 6678 I o. 009 I o I o I o I o I o. 03 

※八橋工専 301 I 7330 I o. 017 I o I o I o I o I o. 09 

（注）※の測定局は、環境基準除外局である。
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゜
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゜
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゜ ゜
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゜ ゜
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日平均値の 2％除外値がo.007Ppm~0.027ppmの範囲内で、全測定局とも基準に適合している（

短期的評価では、茨島局がO.lppmを 2時間超えた。

51年度から55年度までの年平均値は、表ー 5のとおり、横ばいか若しくはやや減少の傾向とな

っている。

また、主要測定局の月別変化は、図ー 3のとおり、中通局では周辺のビル暖房の影繹により 11

月から 3月に高く、荻島局ではO.OlOppm前後、能代局、脇本局などでは0.005ppm前後で、

ぞれ推移している。

5二酸化硫黄椙度の51年度から55年度までの年中均値
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（注） 1.測定時間が6000時間に達しない年乎均値は（ ）とした。
2.※の測定局ほ，環境基準除外局である。
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図ー 3主要測定局の二酸化硫黄濃度月変化 (55年度）

イ 窒素酸化物

窒素酸化物濃度の55年度測定結果は、表ー 6のとおりである。環境基準の長期的評価では、ニ

酸化窒素濃度における一日平均値の年間98％値がO.006ppm~0.03lppmの範囲内で、全測定局と

も基準に適合している。短期的評価では、全測定局とも一日最高値が0,04ppm以上となった日は

一日もなかった。

51年度から55年度までの二酸化窒素濃度の年平均値は、表ー 7のとおり、ほとんど横ばいとな

っている。

また、主要測定局の月別変化は、図ー 4のとおり、中通局、能代局では11月から 3月に高く、

その他の局ではo.006ppm前後である。
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表ー 6 窒素酸化物濃度の測定結果 (55年度）

：：有効測口冒：言測定年乎二三三言詈：霊：ご三言均）
地 数とその割数とその割とその割数とその ppmを

定日数時間均値最高侑値 日数時間均値最高値位＿ 1合 合 割合 値 臀姦た日数時間均値値 値 NO2 

局域（日） 1（時間）I（ppln)|eppm)1(ppm)`

井）III吋 343| 8252| o.002| o. 07| o. 005| 343| 8350| o. 005| o. 041 。1 。1 。1 。:。|o| o| o| 0 0101 。i343:8252: o. 0061 o. 10¥ o. 0141 73. 0 

：叫倒 353| 8478: 0. 001| o. 03| o. 004| 346| 8336| o. 004| 0 041 。| ol 。1 。:。1 。1 。|ol o・叫 。： 346]83351 0 005| 0 071 0 013I 73. 8j 

農科叫 318| 7892 0. 002| o. 07I o. 0071 353| 8470I o. 0051 。.101 。1 。1 。1 。l o1 。| o! 。|o. 014| o! 318:7891| o. 007| o. 10| o. 019: 73. 8 

船越厨 358| 8644! o. 003| o. 15| o. 013i 361| 8675i o. 005| 0 16! 。1 。| 1| o| o! 。|ol o| o 015| o| 358:8643| o. 008| 0. 191 0. 0271 66. 2 

天王1" | 319| 76991 0. 003| o. 03| o 009: 304| 7457| o 003| o. 03| o| 0| o| o| o| 0| o: 。|~osj o[ 304:74551 o. 0051 o. 05I o. 0131 51. 3 

醤呵 19| 308| 7614i o. 003l o. 15| o. 012| 320| 7689! o. 007l o. 06| o| o| o| o| o| o] 。1 。lo 013| oI 308:7608] o. 009: 0. 17I O. 023| 71. 4! 

中通屑 337J82051 0. 0091 o. 141 o. 0231 3261 79481 o. 0171 o. 071 。:ol 。1 。:。1 。|o: 。|o. 0311 訃3.25:79391o. 026: o. 181 ~052L55. 2 

届呵叫 ~I 0.003I o. 14I o. 0141 3571 8540I o. o~j o.__ci5I 。1 。| o| o| oI 。1 。]。io. 0141 。|3578531| o. on| o. 17l o. 0291 69. 1 

能代1’'| 341| 8168| o 006| o. 15| o. 026| 341| 8170| o. 010I °. 07| °| ol 。1 。|ol 。| o| o| o. 021| 0| 341!8161| o. 016| o. 20| o. 046i 59. 6 

塵岱"| 295| 7228| o.002| o. 05| o. 005| 308| 7423| o. 004| o. 04| o| ol 。| o| o o| o| o| o. 0111 。:294:7219l o. 006l o. 09| o. 016| 71. 6 

肢内1" | 3631 8683| o. o叫 0.04| o. oo叶365187001 o. 0041 o. 041 。1 。1 。1 。1 。l 。:。1 。:0. 0081 。|363:8682i o. 005i o. 07l o. 012| 72. 5l 

桧山1渕 351| 8472| o.0011 。.05| o. 003! 354| 8485| o. 003| o. 061 。1 。1 。1 。| o| o1 01 。!o. 0061 。|351|8460| o. 004 0. 09l o 0081 66. 0, 

甕橋母I 2561 6275| o.008I o. 11| o. 018| 267| 6480I o. 015| o. 09! 。| o| o| o| o1 。| o! 。:0 028| o| 253:6210| o. 023| o. 17| o. 046| 66. o 

（注） ※の測定局は，環境基準除外局である。



表ー 7 二酸化窒素濃度の51年度から55年度までの仔平均値
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s3 I 54 

Q. 010 I o. 005 
＾ ^← 

co. oos) I o. 004 

^ o.00 6 -0. 006 

Q.006 ! 
| 

o. 004 I 
(0.005) 

0.022 

| 

I 55 
I o. 005 

o. 004 

1 。.005
o. oos i co. ooa) I o. 005 

＇ 

o. 004 I o. 003 I o. 003 

o. 009 I -o. 008 I o. 007 

`90.016] 。.017
o. 009 [__o_._o竺。．008

o. 006 I 0.010 

1 。.006I o. 005 I o. 004 
--- -------―― 
o. oos i o. 005 I o. 004 

1 o. 003 I o. 003 I o. 003 

co. 014) I co. 011) I o. 015 

Q.014 

o. 006 i 

l 

l 

（注） 1. 測定時間か6,000時間に達しない年平均値は（ ）とした。
2. ※の測定局は，環境基雌除外局である。
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図ー 4 主要測定局の二酸化窒素濃度月別変化 (55年度）

ゥ ー酸化炭素

2 3月

一酸化炭素濃度の55年度測定結果は、表ー 8のとおり、 1日平均値の 2％除外値が o.sppm、

1時聞伯の最高が 5ppmて炭境基準に忍合し-cいる。

52年度から55年度までの年平均値は、表ー 9のとおり、横ばいとなっている。

また、月別変化は、図ー 5のとおり、 5月と 11月に高いし
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表ー 8 一酸化炭素濃度の測定結果 (55年度）

I有効測測定 年平 8時間値が20日平均値が1011時閲日平均日平均［直10 環境基碁の長

用途 ppmを超えたppmを超えた値 の値の2腎虞差督直望雙臀塁端直詞
測定局I 回数とその割日数とその割 1％除外連続したことppmを超えた

定日数時間均値ム 合 最高値値 の有無 日数
地域 口

I （日） 1（時間）leppm)I（回） I(%)i〈日)|(%) l(ppm *ppm)I（有 X •妍r,o)I c日）

｀軍野＼住 3321 8126 0 4 01 0 0 0 5 0 81 。1 。

表ー 9 一酸化炭素濃度の53年度から55年度までの年1ア^均伯

測定局 用途地域
年 平 均 値(ppm)

52 I 53 | 54 I 55 

将 軍 野 住 (0.5) 0.4 0,4 0. 4 

（注） 測定時間が6,000時間：こ逹しない年平均偉ま（ ）とした。

p戸
10 

0.5 

9 5 6 7 9 9 10 19 92 9 2 3月

図—- 5 一酸化炭素塁度月別変化 (55年度）

ニ オキシダント

オキヽンダント濃度の55年度測定結果は表ー10のとおり、八橋局を除く各測定局とも、昼間の 1

防間値がo.06ppmを4時間から27貼間超えているバ、大気汚袋防止法に定ふる累急時発合払年(I)

o. l2ppmは超えてはいない。

53年度から55年度までの年平均値は、表ー11のとおり、横ばいか若しくは減少傾向となってい

る。

また、月別変化は、図ー 6のとおり、能代エ＼，y：局では夏手から秋季に庶し、か、将軍野局と 1沿慇

局では冬季から春季に高くなっている。中通局は、 0.020ppm ~Q.030ppmで推移している。
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表ー10 オキシダント濃度の測定結果 (55年度）

測定局 I用途地域 I測定日数1測定時問日数と時間数 I 数と時間数
I 昼時最間間高値値のの1 昼最平間問値均高値のの1時年El 

(ppm) (ppm) 

船越 住 320 4554 5 ， 
゜ ゜

0.07 Q,028 

将軍野 II 312 4384 7 I 27 

゜ ゜
0. 07 Q.035 

中通 商 364 5051 2 4 

゜ ゜
0. 06 

能代工業 住 238 3426 5 | 19 

゜ ゜
o.os 

栢 工専 323 4678 

゜
| 

゜ ゜ ゜
0. 06 

(fi:) ※の測定局は，環境某刈除外局である。

オキ、ンダント濃疫の51什度から55{:「疫まてのイ「平均値

測定局 I用途地域

{t I 
将軍野 I II 

中 通 1 ，釘

能代工業 I tl" I 

※八 l揺|l―`〔Il, 1 

＼
ー胤 越

昼間の日最高 1時問値の年平均値（ppm)---------. --

51年）斐 52 I 53 I 54 I 55 
I -- I o. 029 1 o. 026 I o. 02s 

------

o. 021 1 。.025 1 o. 035 

1 o. 026 1 o. 025 I o. 024 

i o. 039 I o. 031 I o. 032 

I 0.020 I 。.026 I o. 023 

(l]・;) ※の測定局は，環撓悲準除外局である。
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図ー 6 オキシクント累度月別変化 (55年塵）
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表ー12 非メ 夕 ン 炭 化 水 素 測 定結果 (55年度）

6~9時 6~9時3時間平 6~9時3時間平
6~9時 6~9時3時間乎均値

均値が0-20ppmC均値がQ.3lppmC  
測定時間年平均伯i における i 測定方法

都道府県

市町村 測定局用途地域 測（定1日5日7） 数!1 1（最Pl汀。高n• 値95C) I ii 1| (最pp低。m・ を超えた日数とそを超えた日数とそ
年乎均値 値の割合 の割合
i 

（時閏） leppm C):(ppm C)I C) I (日） I (%へ)ヘ I c日) | (%) I 塁誓仇ヽ汀一へ認
秋田 秋田＼ 999-将軍9 野 1 住 3721 I o. 26 I o. 27 I 09 ¥ 107 I 68-2 ¥ 42 I 26-8 （直）

1

|

5

9

1

 

表ー13 9 / 
、： ヌ ン及び全炭化水素訓，！［砧果（55年度）

都道府県 I市町村

I —ーメ タ ン--―ー［ 全炭化水素

6~9時 6~9時皐五］時 3時間 6~9時 6~9時皐る贔時3時間

測定局 I用途地域1測定時間年平均値における 測定時間年平均値における

年平均値測定日数最高値最低値 年平均値測定日数最高値最低値i換算方式l
| 

¥(ppm C *ppm C)I （日） l(ppmC *ppm C)¥（時間） l(ppmC)i(ppm C ~（日） l(ppmC)¥cppm C) □ l. 791. 76 224 2.03, 1. 413720 2. 06 2. 04 1 157 2. 98 1. 76 

測定又は

（！ 

秋田 I 秋田 将軍野 1 住 ゥ 157 （直）



ォ炭化水素

炭化水素濃度の55年度測定結果は、表ー12、13のとおり、 6時から 9時における非メタン炭化

水素の年平均値ではo.27ppmCで、指示値の0.20ppmC~O.3lppmCの範囲内となっているが、年

間を通じて 6時から 9時の 3時間平均値が0.20ppmCを超えた日数は107日、また、 O.3lppmCを

超えた日数は42日である。

53年度から55年度までの年平均は、表ー14のとおり、ほとんど横ばいで、また、月により変化

は図ー 7に示すようにみられない。

衷ー14 炭化水素濃度の53年度から55年度までの年平均値

測 定 ），J 項 目 —ー一一年平塵値（ppmC)

将軍 ll,1 ：ロロ53l::|_:4: | l: 
（注） 測定時問が6,000時間に達しない年平均値は（ ）とした。

PPmC 
3 

2
 

ヘ
--—• 

｀ 
--. THC 

----------• 
―-----------------------—~ CH4 

- NMHC 

4
 

5 6 7 8 9 10 11 12 2 3月

図ー 7 炭化水素濃度月別変化 (55年度）

カ 浮遊粉じん

浮遊粉じん濃度の55年度測定結果は、表ー15のとおりである。この測定結果について、惇遊粒

二（状物質の環境基訊と比較してみると、一11平均仙の 2％除外｛直Q.lmg/ ni'を大飢局が、一時間値

の最高値O.2mg／益を昭和局のみが上回っている。

51年度から55年度までの年平均値は表―•16のとおり、ほ紅｛J.\しばいである。

また、月別変化は、図ー 8のとおり、月平均値では中通局、脇本局は春季に高く、その他の測

定局はほとんど変化していないが、一吐問値の最高伯では全ての測定局とも10月に高くなってい

る。これは、稲わら焼1』に伴うスモックの1こめと考えられる。
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表ー15 浮遊粉じん濃度の測定結果 (55年度）
-~- --

測 定局 1塁塁四測定日数i 測定時間 ！ 年平均値 Iげ閏撃 I尉鸞塁靡覧
（日） 1 （時間） I (mg/戒） I (mg|戒) | (mg/11t) 

井川 i未j 353 I 8570 j Q. 023 I 1-24 I o. 059 

昭 和住 I 364 I s132 I o. 025 I 2. 25 I. o. on 
＾一•一

二．—-一皿―-1 ,, 1 283 l 蓉 2_1 o. 030 上 o. 27 i o. 063 

！脇 本 1 未-—上一一塁__|_ 8019 i o.030 ! o.39 | o.069 

船 越 l住 I 363 I 8100 I o. 031 I o. 81 I o. 01s 

天 王 l,, i 351 |8519 i―-0.020l 直上 o,067

皇軍 野i_'_, 1 364 1 ―—望堕堕―- - "立0笙＿ L＿凸←4o | o凸堡

生通 1 商__L 363 J_＿旦07 | o.035 | o.37 i o.076 
茨 島/ 11 I 365 I 8743 j o. 036 j ・ Q. 58 j o. 070 

ィ．井田 ltt l 3261 7846 i o. 025 i o3§ _J__--0. 064 ̂ -｀ ＿見，， 1 336I ＿些7___I_m o.050 lコ翌＿J＿ o:112 

直＿＿代 1 ,:_[ー一翌9-] 8402_L 。.044 i o.66 i o.097 

能代工業i ,, ; 333 I 19s1 • o. 023 I o. 23 I o. o4s 

浅 内 l', 1359  1 8600 Io.028 i o.42-_J_ -0  080 
I 

松＿^ 山―-1ニ1一茜9_J--8698―-1 _ o.02Q-l l包＿」。四

杢＿．＿坦 1ー商 1ー一翌2-J_＿＿翌9 l o.025 l_ o.23 | o.059 
I 

大曲 I 住 I 357 I 8607 I o. 020 I Q. 47 1: o. 054 

枇 手 I商 I 342 I • 8267 : o. 032 I • • o. 11 I o. 050 
八 橋ニェ内． 1 341 1 8217 I 。.~ _0.30 I 0.059 

表ー16 袢遊粉じん濃度の51年度から55乍及ま一刀のii平均値

測定局名 I 51 年 度 I 

年平均値 4(年mg/度11冗）I 
52 年 度」 53 年度 ]-5 55 年度

井 JI! o. 040 I 0-047 0. 0 2 8 0.026 Q,023 

昭 和 0. 0 30 0. 03 1 Q.035 Q.035 Q,025 

船 JII 0.040 0-029 0.033 0-031 0-030 

船 越 0-040 0 041 Q.042 o.046 0. 031 

天 王 0.020 0. 026 0,024 0.021 0.020 

将 軍 野 Q.040 0,045 Q.038 0.031 Q.023 

八 橋 0-040 0-030 0,028 0. 027 o. 022 

中 通 o. 040 I 0,032 Q.034 0. 035 0,035 

荻 島 o. 050 I 0,037 0,037 0.040 Q.036 

仁 井 田 Q.040 I 0.034 0. 030 0.024 0. 025 

能 代 Q.030 0.021 0,029 Q,032 ． 0. 044 

脇 本 □ 1 

-- 0. 023 0,023 0-030 

能代工業 Q.030 0-032 0-023 

洩 内 0,032 Q,031 0. 028 

桧 山 0. 03 1 0. 028 0-026 

大 館 0-046 0-053 0-050 0.047 0-050 

本 荘 O. 023 Q.032 0-029 Q.032 0. 025 

大 曲 0-021 0.020 0,013 Q.019 O. 020 

横 手 0. 076 Q.066 0-061 0.039 0.032 
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図ー 8 主要測定局の浮遊粉じん濃度月別変化 (55年度）

(1) 月平均値
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表ー17 窒素酸化物濃度測定結果 (55年度）

1--1 一酸化窒素 (NO) _ 

測 1用1有効測測定年平 1時間日平均

途I. i I 値の年

定悼1 位の間98%

1 定日数時間均値最高値値
局 域

I （日） i（時間）~(ppm)I
1--「―-

,1。.39l ol'l 3101 7661i 0 0261。151 。|0l 1¥。。|°1 0 11 1 3 5¥。.0411 。|308i7599¥。.084i o. 48¥。.1471 

茨島[]| 2621 65191 0 041| 033| oり04|2641 65211 0 028| o 19I d o| 8| o l| 1| 0 4| 10| 3 8| 0 0451 。1275|6433| o. 0690. 39 0 139 39. 9 

大館l"|348| 8399| 0.042| o.30to.093| 343 8287| 0.022i o.09{ 。［□［丁可。i。|2| o.6¥。.0381 。1339三。．065]o.34¥。.113i 34.-41 

能代111 | 1661 41571 0 024| 0 20| o 076| 169] 4243i o 015| 0 09| o| o1 。1 。|o1 。1 2: 1 2| 0 035| oi 166]4156! O. 038l o. 27| o 106| 37 9 

四i了l"□841 2073 0.011i o.08| o.0241 78i 1980| o属 o.061 。|0| ：叶。［口。io.021i c1--;i1979¥。.024|o.111 0.038l 52.] 

大曲住I 125 3106 0 034| 0 26［→三 411510 014| 0 09 0| o o| o o| 01 。i o| 0 0271 。ll24|3102io.048¥ o.31j o 119| 29 6 

墨らl叫 351| 8398| o. 066l o. 50| o. 135| 353| 8428 0. 024| o. 111 。1 。| ] o. ol 。。|_ 91 2. 5| o. 041| ol 35118397l o. 0叫0.56| o. 16叫26. 5 

（注） ※の測定局は，車道局である。



(3) 自動車排出ガス

ア 窒素酸化物

窒素酸化物濃度の55年度測定結果は、表ー17のとおりで、二酸化窒素濃度／窒素酸化物度の比

は26.5％から52.7％と窒素酸化物濃度｝こ占める一酸化空素濃度の割合が高い，

51年度から55年度までの二酸化窒素濃度の年平均値は、表ー18のとおり、やや減少の傾向とな

っている c

なお、時刻別変化は、一酸化窒素濃度、二酸化窒素濃度とも、自動車交通量のピーク時間帯で

ある 7時から 8［均と17時から18時｛こ高い

表ー18 二酸化窒素飲度の5言度から55年度までの年区均｛訂

測定 □ 1 : :!― 51年度 1 ：平 I 均 ~-7 55 

中通 l 商 I o. 028 ¥ o. 029 I o. 028 I o. 022 I 。.026
-- - ..  -- - -•一

茨島 1" 1 。.024 0. 033 | 6. 029 | o. 030 | o. 028 

l＿大討{| ", (O -023) | 0 034 | 0 039 | o. 029 | o. 022 

能代 I 11 I 。.013 I co. 021) [ o. 015 J co. 015) I co. 015 

能＿R- r II I-二―-| 1 -- | co.013) 

大 曲 I 住i o.011 ー」竺゚ 11)1 (O.017) | (O.027) | (O.014) 

※1：：佃’l |両| 0. 027 1 0. 030 | o.:25 | o. 024 | o. 024 

（注） 1. 測定時間が6000時間に逹しなし年乎乎介＇iば（ ）とした。

2. ※の測定局は，車道局である。

イ ー酸化炭素

一酸化似素濃度の55灯度測定芍果は、天ー19(I)とおり、年平均値で―).]ppm~1.gppm、一1_1’Il.

均値の 2％除外値でl.Oppm~4.Qppmの範囲内となっている。

51年度から55打度までの一酸化炭素汀1均伯ば、表—21ののとおり、でや減少か若しくは横ぼ

いの傾向となっている。

なお、闊亥籾IJ変化は、空素酸化農度と［百］じく、自動車交通[.J.のビーク時間雷に高I,ヽ 。
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表ー20 一酸化炭素濃度の51年度から55年度までの年平均値

年平

用途地域
51年度 52 

通 1商 I.3. 4 I 2-7 
茨 島 " 2 .4 I 2. 3 I 2. 3 I (1. 5) I 1. 5 

- - I --------- --
大館 "I 3. 1 I ・ 3. 3 I (2-1) I (1-5) I (1. 9) 

代" - --- I 0.2) I 1.1 I c1.1) 

------- -— 1 - " - - ---------- --

代 " - - - -(0-7)  

手 " ( 1 .3) I co. s) I 1. 2 I (1. 2) I 1. 5 

• 一 げ・

※ 土崎" --1. 9 1,6 1. 8 1.: ] 1. 7 

測 定 局

中

均値(ppm)

/ 53 I 54 I 55 
"‘^  

2. O I 1. 5 I 1. 5 

ヒヒム日

ヒじ
合
H
~

横

（注） 1. 測定時間が6,000時間に達しない年平均値は（ ）とした。

2. ※の測定局は，車道局である。
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